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平成26年 (2014年 )12月

20ページに佐藤久男さんのインタビューが掲載されています。

秋田県特居J識培晨産物認証

肥
え
た
田
ん
ぼ
で

品
質
向
上

ア
キ
タ
コ
マ
チ
の

優
良
米
―

頒
布
中
で
す
。

＊
内
城
菌
農
法

画
期
的
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
内
城
菌
は
、

従
来
厄
介
者
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
食
物
、

魚
肉
、
野
菜
等
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
、
有
機

肥
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
こ
れ
で

土
壌
は
生
ま
れ
変
わ
り
、
植
物
は
栄
養
分
を

吸
収
し
易
く
な
り
、
こ
こ
に
有
機
肥
料
に
よ

る

「内
城
菌
農
法
」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

生
産
者
佐
藤
久
男
氏
の
こ
だ
わ
り
は
、
こ

の
肥
料
を
使

っ
て
生
産
す
る
安
全

・
安
心
の

有
機
米

『
ア
キ
タ
コ
マ
チ
』
で
す
。

食
感
が
自
慢

安
全

・

『ア
キ
タ
コ
マ
チ
』

有
機
米

こ
だ
わ
り

の

内
城
菌
パ
ワ
ー
で

つヽ
ち
し

ろ
き

ん

安
心

有機本IPこ||だ|わ|夕|な|のア■夕■|マ|チ11摯

=素

注文1薬

ご注文Fax番号⇒ 0187-62-5614

ご住所⇒ 〒

お名前⇒

電 話⇒

◆ご承知のように配送料が高騰し、ご購入者にその一部をご負担願わなければならなくなりました。
残念です。今後も■l能な限り切り詰める努力を致します。なお有機米「こだわり米のアキタコマチJ

は、生産量に限りがございます。売切れの節はご容赦くださいますようお願い申し上げます。

〒014-0103秋 田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産・販売者 佐藤 久男
電話 0187(66)1702   Fax0 1 8 7(62)5614

特別栽培こだわり米 5 kg4撻 10 kg袋 30 kq袋

①減農薬 化学肥料不使用
(内城菌有機肥料のみ散布土壌 )

3,000円

(    個)

5,000円

(    個)

13,000円

(    イ国)

送料 ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 500円

②減農薬 化学肥料40%使用
(内城菌有機肥料+化学肥料散布土壌)

2,300円

(    個)

3,800円

(    個)

10,000円

(    個)

送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 500円

ご注文合計数 ( イ固) ( 個 ) ( 個 )

」1物 +送料合計 円 円 円
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『お、るさと大曲』第 18号

首
都
圏
大
曲
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

曲

』

第
１８
号

目

　

次

◇
平
成
２６
年
度
首
都
圏
大
曲
会
総
会
開
く

ふ
る
さ
と
大
山
と
手
を
携
え
共
に
高
く
飛
翔
し
よ
う
―

◆
大
盛
況
―
　
大
仙
市
ふ
る
さ
と
物
産
フ
ェ
ア
２
０
１
４

□
大
仙
市
で
活
躍
す
る
企
業
訪
問
シ
リ
ー
ズ
③

地
球
に
や
さ
し
い
「ま
ち
」
づ
く
り

興
栄
建
設
株
式
会
社

16

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
た
だ
今
受
付
中
１

１４

社
の
創
立
記
念
贈
呈
品
に
「秀
よ
し
」
を
選
ぶ

１５

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
こ
だ
わ
り
米
」
佐
藤
久
男
さ
ん

２０

大
仙
市
生
ま
れ
の
日
本
両
家
　
小
山
内
愛
美
さ
ん

２３

活
躍
す
る
大
曲
出
身

エ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
た
ち

２２

大
曲

の
話
題

２‐

会
員

の
ひ
ろ
ば

２６

編
集
後
記

２７

カ
メ
ラ
紀
行
　
清
冽
　
雪
が
来
て
冬
の
作
ま
い
―
　
穂
高
を
望
む

24

表
紙

一
焼
岳
、
丸
子
橋
界
隈
、
四
ツ
屋
ま
つ
り
、
大
曲
の
花
火

（ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
滝
）

撮影者 :打川和夫 (現在は千葉県四街道市在住)

太平山山頂より大曲、花館方面の遠望。下を流れる川は雄物川、左で玉川と合流 撮影日 :昭不036年 8月 1日

絢
爛
豪
華
　
創
造
花
火
半
世
紀
の
感
動

豪
雨
去
り
雄
物
川
河
畔
に
７２
万
人
の
歓
声
響
く

第
５
回

「
四
ツ
屋
ま

つ
り
」

10

練
り
歩
く
大
灯
籠
　
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示
も
華
や
か

余
目
収
穫
祭

・
味
覚
交
流
会

，

″

新
そ
ば
と
新
米
を
味
わ
う
地
域
住
民
た
ち
の
祭
り
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平成26年 、2011年 ,12月

脅

メインテーブルに勢揃いのグスト

‐l'澤
緊 簗、

我
ら
が
ふ
る
さ
と
　
大
曲

共
に
手
を
携
え
飛
翔
し
よ
う
！

0栗林市長を囲んで「お久しぶり」

②集まれば話題は豊富0挨拶をす

る首都圏大曲会大釜会長0祝辞を

述べる大曲商工会議所賢木副会頭

平成26年 71月■●●■於1帝1国ホ
ー
テ|ル

=光

―
のFFar

首都圏大曲会総会賑やかに開催 自
治
体
名
は
大
山
市
が
大
仙
市
に

変
わ

っ
て
も

「
ど
ち
ら
の
お
生
ま
れ

で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
と
躊
躇
な

く

「大
山
で
す
」
と
応
え
て
し
ま
う

私
た
ち
。
と
は
言

っ
て
も
、
大
仙
市

が
誕
生
し
て
十
年
。
名
称
そ
の
も
の

に
違
和
感
は
な
く
な

っ
て

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
雰
囲

気
で
も
旧
大
山
市
出
身
者

が

「私
た
ち
の
会
」
と
呼

ぶ
首
都
圏
大
曲
会
は
、
今

年
度
の
総
会
並
び
に
懇
親

パ
ー
テ
イ
ー
を
七
月
十
九

日
午
前
十

一
時
三
十
分
か

ら
大
友
副
会
長
の
司
会
の

も
と
、
恒
例
の
帝
国
ホ
テ

ル

「光
の
間
」
で
開
催
し

ま
し
た
。

今
回
も
地
元
大
仙
市
か

ら
は
栗
林
市
長
を
始
め
幹

部

の
方

々
を
初
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
担
当

の

方
々
、
秋
田
県
東
京
事
務

所
か
ら
の
出
席
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
橋
村
市
議
会

議
長
並
び
に
当
該
地
区
選

出
の
市
議
会
議
員
、
大
山

商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ａ
秋
田

お
ば
こ
大
曲
営
農
セ
ン

タ
ー
、
秋
田
魁
新
報
社
、
そ
し
て
大

仙
市
ふ
る
さ
と
会
各
会
代
表
な
ど
、

会
員
を
含
め
今
年
も
百
五
十
名
か
ら

の
参
加
を
み
る
盛
会
で
し
た
。

総
会
冒
頭
大
釜
会
長
は
、
「
新
し

い
時
代
に
生
き
る
た
め
の
情
報
、
知

識
、
価
値
観
を
し

っ
か
り
と
ら
え
、

住
む
場
所
は
違

っ
て
い
て
も
故
郷
と

共
に
生
き
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
自
覚
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

引
き
続
き
平
成
２５
年
度
の
事
業

・

会
計
報
告
、
そ
れ
に
対
す
る
監
査
報

告
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
平
成
２６
年
度
の
事
業
案
並

び
に
予
算
案
説
明
が
行
わ
れ
、
こ
れ

も
異
議
な
く
通
過
し
終
了
ま
し
た
。

大仙市の近況を報告する栗林市長

Jr大曲商工会議所
会頭 佐々木 繁治

〒014-0016 秋田県大仙市若竹町33番 7号

TEL 0187-62-1262 FAX 0187-62-1265
URL http://wwW obako.or.ip/kaigaisho/
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幌

1鰈I
鷲毅れ轟

= ●今年もウエルカムフラワーが迎えてくれた。②大仙市役所総

合企画課の相馬課長と田村主任、ふるさと納税受付等裏方とし

て頑張つてくれた。0開会前の緊張感ただよう会場。

●昭和29年、大曲中卒業「中良野会」のみなさん。同期以外の

方も見えるようです。

(写真撮影 齋藤のりこ)

会
場
風

楽
し
く
懐
か
し

仲
間
同
士
の
交
流

０
息
子
の
畠
山
光
洋
さ
ん
の
三
味
線
演
奏
で
熱

唱
す
る
民
謡
の
千
葉
ト
シ
子
さ
ん
。
０
抽
選
会

で
黒
湯
温
泉
の
池
田
社
長
（右
）、
帝
国
ホ
テ
ル

食
事
券
の
大
当
た
り
。
０
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

く
つ
ろ
ぐ
。
０
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
内
小
友
出

身
Ｙ
∪
Ｋ
Ａ
さ
ん
も
出
演
。

0

いつも若々しい高田洋子さん(左)と

娘の宏子さんお二人によるフラダンス

栗林市長、ここでも女性軍に0乎び止められて

総
会
が
終
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
栗
林

市
長
、
橋
村
市
議
会
議
長
か
ら
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。
栗
林
市
長
は
、
大

山
駅
前
開
発
が
順
調
に
進
み
、
新
し

く
ス
タ
ー
ト
し
た
お
大
曲
厚
生
医
療

セ
ン
タ
ー
や
解
体
工
事
に
入

っ
た
南

街
区
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
橋

村
市
議
会
議
長
も
大
山
駅
周
辺
構
想

を
踏
ま
え
、
大
仙
市
の
力
強
い
動
き

に
合
わ
せ
な
が
ら
市
議
会
も
共
に
頑

争
一一一一一■
諄

， 　
張
り
た
い
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｔ
か
る
さ
と

納
税
」
の
説
明
後
大
山
商

工
会
議
所
賢
木
副
会
頭
の

発
声

の
も

と
全

員

で
乾

杯
、
賑
や
か
に
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
に
入
り
ま
し
た
。

各

地
区
毎

に
着

席

し

て

い
る
総
会

も
、

パ

ー

テ
イ
ー
が
始
ま
る
と

い
ろ

い
ろ
な
繋

が
り

の
も

と

に
、
行
動
は
ま

っ
た
く
自

由
に
な
り
ま
す
。

い
ろ
い

ろ
な
思

い
の
中
で
そ
れ
ぞ

れ
が
席
を
替
え
、
楽
し
く
食
べ
て
、

飲
ん
で

・
・

毎
年

「刈
穂
」
や

「出
羽
鶴
」
な

ど
、
秋
田
清
酒
株
式
会
社
か
ら
大
曲

商
工
会
議
所
を
通
じ
て
銘
酒
を
頂
き

ま
す
が
、人
フ
回
は
新
し
く

「秀
よ
し
」

の
鈴
木
酒
造
店
か
ら
も
大
量
の
差
し

内小友のこ出身ですか?

「元気でまた来年お会いし

ましょう」と鈴木副会長

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者

へ
の

記
念
品
は
大
仙
市
高
関
の
佐
藤
久
男

さ
ん
の
ご
厚
意
で
今
年
も

「
こ
だ
わ

り
米

の
ア
キ
タ

コ
マ
チ
」
。
佐
藤
さ

ん
に
は
厚
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
ま

た
市
内

の
各
企
業
、
商
店
か
ら
お
楽

し
み
福
引
き
用
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
、
軽
快

な
築

地
幹
事

の
司
会

で

今

回
も
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
大
曲
出
身

の
エ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー

は
、
今
年
も
写
真
で
紹
介

の
よ
う
に

勢
揃

い
。
新

し
く
内

小
友
出
身

の

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ

さ
ん

の
出
演

で
例
年

に

増
し
て
華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
懇

親
会
締
め
の
挨
拶
は
鈴
木
副
会
長
．

来
年
は
人
月

一
日
の
開
催
で
す
。
ま

た
来
年
、
元
気
で
会

い
ま
し
ょ
う
と

語
り
か
け
ま
し
た
。

〒()14-1201 秋田県仙北市田沢湖生内字黒湯沢2-1

TEL 0187-46-2214 FAX 0187-46-2280

HP http://www kuroyu com
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平成26年 (2014年 )12月

創1遣花|ス●0年|の1慮1動

第88回 を迎えた"大 山の花火"。 今年は8月 23日 、前夜まで豪雨の

心配に悩まされたが、昼花火が始まる頃は青空が広がり、雨の心配

のない花火日和。今年は、"大 曲の花火"の呼び物の一つである創造

花火が生まれて50年 を迎えた。今年の大会のテーマは「創造花火半

世紀 先人を讃 (た た)え、新たなステージヘ 守・破・離 (し ゅ・

は・り)J。 先人が考え、築き、多くの人々に感動を与え、発展して

半世紀の歴史を重ねた。そして今私たちは、創造花火の歴史を今一

度紐解き、一層の輝きを与えて、次世代を11ら す光源を探 し出さな

ければならない。今年の競技には全国から28社が参加した。花火見

物客は前日までの雨にも関わらず72万人もの多きに達したc

“大曲の花火" 8月 23日

第88回 全国花火競技大会

‐鰊‐

広い雄物川河畔には花火見物用の桟敷が敷き詰めら

れる。家族連れや招待客など、心づくしの料理の詰

められた重箱などを手に人々は集まってくる。花火

打ち上げまでの宴会が、花火見物の楽しみでもある。

「生
ま
れ
は
ど
ち
ら
で
す
か
」

「大
山
で
す
」

「
あ
あ
、
花
火
で
有
名
な

・
。
」

誰
も
が

一
度
は
こ
う
い
う
経
験
を

お
持
ち
だ
と
思
う
。
全
国
各
地
で
数

限
り
な
く
花
火
大
会
は
開
催
さ
れ
て

い
る
と
い
う
の
に
、
花
火
と
言
え
ば

大
曲
、
大
曲
と
い
え
ば
花
火
だ
。
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
そ
れ
だ
け

″大

曲
の
花
火
ク
は
有
名
と
い
う
こ
と
に

な

る
。

「
大
曲
？
聞

い
た
こ
と

の
な

い
市

だ
な
あ
、
ど
こ
の
県
で
す
か
？
」
な

ど
と
失
礼
な
質
問
を
浴
び
せ
か
け
ら

れ
た
こ
と
な
ど

一
度
も
な

い
。
と
か

く
世
知
辛

い
と
言
わ
れ
る
東
京

の
街

で
、
初
め
て
会

っ
た
話
し
相
手

で
も

ま
た
仕
事

の
関
係
者
で
も
ｃ
こ
れ
は

実
に
幸
せ
な
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
花
火
と

い

え

ば
華

や
か

な
雰

囲

気
。

テ
レ
ビ

の
中
継
を

見
て
も

「
大
曲

の
花
火

は
、
そ
の
一象
華
さ
、
絢

爛
さ
が
違

い
ま
す
ね
、

あ
れ
は
ま
さ
に
芸
術
で

す
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け

私
た
ち
は
花
火
で
得
を

し
て
い
る
と
言
え
る
の

だ
。
地
元
大
曲
の
先
達
が
残
し
て
く

れ
た
偉
大
な
財
産
を
受
け
継
ぎ
、
そ

れ
を
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
大

切
に
守
り
、
改
造
す
る
と
と
も
に
培

養
し
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

ヘ
と
飛
び

立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

秋

田
県
か
ら
六
社
が
参
加

今
年
の
競
技
大
会
に
秋
田
県
か
ら

は
、
次
の
六
つ
の
花
火
工
場
が
参
加

し
て
い
る
。

（株
）
北
日
本
花
火
工
業

（大
仙
市
神
宮
寺
字
下
金
屑
）

（株
）
和
火
屋

（大
仙
市
神
宮
寺
字
福
島
）

（株
）
小
松
煙
火
工
業

グラ|ン |―ド′ヽレ|ス1:l端|グ,,■|プ

|■ |1尽1動 |をlrl準■発‐信|す|る1傘1率|||■
|

グランドパレス川端 プ子1劣 ;掌 2発ス『フォレスト』

山 の 手 ホ テ ル 務千の川『顕 彰 庵』

フオー シーズ ン 務千の川『沙  羅』

写真提供 :大仙市役所

創造花火の部優勝(紅屋青木煙火店)
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大
曲
の
花
火
で

一
番
歓
声
の
上
が
る
も
の
は
大
会
提
供
花
火
。
　

毎
年
テ
ー
マ
を
決
め

て
、
そ
れ
に
添
っ
て
作
り
上
げ
る
花
火
は
豪
華
絢
爛
の
見
応
え
十
分
。
今
大
会
の
テ
ー
マ
は

「田
〇
一①
３

（ボ
レ
ロ
）
。
ボ
レ
ロ
は
パ
レ
エ
音
楽
の
傑
作
。
大
会
に
参
加
し
た
全
国
２８
社
の

花
火
師
た
ち
が
、
選
り
す
ぐ
っ
た
創
造
花
火
を
随
所
に
散
り
ば
め
た
重
厚
な
花
火
だ
。 :議機議機:壼:::薔 ::|:|:

前夜までの豪雨も止み

雄物川河畔に観衆72万A

（大
仙
市
内
小
友
字
官
林
）

大
曲
花
火
化
学
工
業

（有
）

（大
山
市
四
ツ
屋
字
上
原
野
）

（株
）
響
屋

（大
仙
市
長
戸
呂
字

ハ
サ
バ
長
根
）

大
久
保
煙
火
製
造
所

（仙
北
郡
美
郷
町
六
郷
字
田
岡
）

″
大
山
の
花
火
ク
は
競
技
大
会
と

い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
全
国
の
花
火

師
た
ち
の
腕
を
競
う
場
で
も
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
花
火
師
た
ち
も
真
剣
に

技
術
を
磨
い
て
参
加
す
る
。
そ
の
上

今
年
は
創
造
花
火
が
誕
生
し
て
五
十

年
と
い
う
記
念
の
大
会
だ

っ
た
。

前
夜
来
の
雨
も
姿
を
消
し
、
爽
や

か
に
川
面
を
夜
風
が
わ
た
る
雄
物
川

河
畔
で
、
見
物
客
は
心
ゆ
く
ま
で
花

火
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
か
ら
来
た
播
磨
弘
造
さ
ん

は
、
「大
曲
の
花
火
を
見
て
か
ら
は
、

他
の
大
会
は
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
く
て

貧
相
に
見
え
て
し
ま
う
」
と
、
す

っ

か
り

″大
曲
の
花
火
ク
に
心
を
奪
わ

れ
て
い
た
。
東
京
か
ら
毎
年
来
て
い

る
と
言
う
矢
口
悦
子
さ
ん
は
、
「
今

年
も
友
達
と
連
れ
だ

っ
て
来
ま
し

た
。
″
大
山
の
花
火
″
は

一
度
見
る

と
も
う
病
み
つ
き
。
毎
年
こ
の
時
期

に
な
る
と
、
足
が
大
山
に
向

い
て
し

ま
い
ま
す
」
と
話
す
。

毎
年
大
き
な
歓
声
と
拍
手
で
迎
え

ら
れ
る
大
会
提
供
花
火
、
今
年

の

テ
ー

マ
は

「ω
Ｏ
一の
８

（ボ
レ
ロ
と
。

バ
レ
エ
で
お
馴
染
み
の
音
楽
に
乗
せ

て
、
参
加
し
た
２８
社
が
選
り
す
ぐ
り

の
創
造
花
火
な
ど
を
随
所
に
散
り
ば

め
な
が
ら
、
バ
レ
エ
の
世
界
を
花
火

で
表
現
し
た
。
ま
た
昨
年
総
合
優
勝

を
果
た
し
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
大
仙
市

の
小
松
煙
火
工
業

が
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
躍
（お
ど
る
）

絡
く
日
高
一の
」
を
披
露
し
た
。
今
年

の
総
合
優
勝
は
６
年
ぶ
り
５
度
日
、

茨
城
の
野
村
花
火
工
業
に
輝
い
た
。

芯入害」物優勝 (小松煙火工業)

倉」造花火の部優秀賞(大曲花火化学工業)
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首
都
圏
大
曲
会
恒
例
の

「東
京
で

ク大
山
の
花
火
ク
を
観
て
み
ん

な
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
」
は
、
こ
の
冬
も
２
月
２‐
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平
成
２６
年
の
こ
の
会
は
、
た
ま
た
ま
東
京

が
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
日
と
重
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
電
車
は
止
ま
り
、
参
加
し
た
く

て
も
動
き
が
取
れ
な
い
と
悲
鳴
に
も
似
た
電

話
が
か
か
っ
て
く
る
ほ
ど
最
悪
の
日
で
し
た
。

し
か
し
大
曲
中
学
校
昭
和
２９
年
卒
業
の
中

良
野
会
の
み
な
さ
ん
や
に
し
せ
ん
ぼ
く
会
の

方
々
が
元
気
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

っ
た
こ

と
は
、
実
に
心
強
く
、
首
都
圏
大
曲
会
を
大

事
に
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
愛
情
す
ら
感
じ
、

幹
事
は
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

簿‐螂

みんなで観れば雄物川の川風さえ感じるみたい

マイク片手に自慢のノドで持ち歌を披露

:2月 21日 (土 )

午後 1時～ 4時 30分

会場 :東京・市ヶ谷

アルカディア市ヶ谷 (私学会館)

誦

大
仙
市
役
所
か
ら

は
総
合
政
策
課

の
高

橋
正
人
参
事
、
高
橋

靖
弘
主
席
主
杢
が
新

幹
線

で
参
加
し
て
く

だ
さ

い
ま
し
た
ｃ
し

か
し
会
場
到
着
は
３

時
を
回

っ
て
、
舞
台

は
第
二
部
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
。
そ
れ
で
も

大
雪
の
中
を
苦
労
し

て
駆
け

つ
け
て
く
だ

さ

っ
た
行
為
に
熱

い

拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

今
度

の
第
６
回
大

会

の
参
加
要
項
は
次

の
通
り
で
す
。

参
加
費
　
５
千
円

（
弁

当

・
飲

み

物
、

参
加
記
念
品

つ
き
）

お
中
込
み
は
、

０
参
加
者
名
（グ
ル
ー

プ

で
参
加
も
歓
迎
。

代
表
者
名
を
記
入
）

②
参
加
人
数

０
代
表
者

の
連
絡
先

（電
話
か

メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
）

中
込
み
先
　
Ｆ
ａ
ｘ

Ｏ
∞
　
‐　
い
い
］∞
　
‐　
い
〇
い
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

〓
ど
０
の
も
８
∽ピ
８
Ｂ

☆
ご
質
問
は
お
電
話

で
ど
う
ぞ

〇
∞
　
‐　
０
い
Ｈ
∞
　
‐　
い
Ｏ
Ю
∞
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さすがに目立つた「大曲の花火」のポスター

新
鮮
な
．美
味
し
さ
が
大
好
評
！

百
□

東
京
で
大
仙
市
売
り
込
む

六仙市61ること物産フエ

明るく賑やかな呼び込みに足を止める人は多い

日本一の花火大会 (フ ェンス)

祠辣一　　酔［神ｍ［げ］［̈峙

一」．．一　郵いはフ「颯『『』当藤

駅
前
広
場
と
交
通
会
館
の
日
立

つ

ｎ
Ｈ
　
　
場
所
を
借
り
切

っ
て

「
大
仙
市
ふ

●
―
■
　
　
る
さ
と
物
産
フ
ェ
ア
を
２
０
１
４
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
は
特
設

一一一
　
」一旧”̈
帥許げけ」岬帷悧

４
月
日
　
が
誇
る
郷
上
の
芸
能
を
披
露
し
ま

て
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
大
仙
市

の
魅
力
を
売
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

大
好
評
！
さ
す
が
本
場

秋
田
銘
酒
の
数
々

有
楽
町
の
駅
前
広
場
を
斜
め
に
抜
け
、

交
通
会
館
の
横
を
通
る
道
は
、
有
楽
町

駅
前
か
ら
西
銀
座
、
数
寄
屋
橋
交
差
点

へ
の
近
道
に
な

っ
て
い
ま
す
。
有
楽
町

で
下
車
し
て
銀
座

へ
向
か
う
人
は
大
抵

は
こ
の
コ
ー
ス
を
通
り
ま
す
か
ら
観
光

案
内
や
物
産
即
売
な
ど
に
は
最
適
な
場

所
（
新
鮮
な
野
菜
や
大
仙
市
で
作
ら
れ

る
演
物
類
は
、
購
人
す
る
側
も
よ
く
心

得
て
い
て
、
人
だ
か
り
も
多
く
よ
く
目

立
ち
ま
し
た
。
物
産
の
ブ
ー
ス
担
当
者

も
こ
の
へ
ん
は
心
得
た
も
の
で
、
通

っ

て
く
る
大
勢
の
人
を
掻
き
分
け
な
が
ら

「大
仙
市
、
新
鮮
野
菜
の
物
産
コ
ー
ナ
ー

で
―
す
」
と
、
大
き
な
声
を
張
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

「
よ
く
売
れ
る
も
の
は
何
？
」
と
聞
い

て
み
る
と
、
「
お
酒
が
よ
く
売
れ
て
る

よ
う
で
す
」
と

い
う
声
が
返

っ
て
き
ま

し
た
。
や
は
り
秋
田
と
い
え
ば
日
本
酒
。

訪
れ
る
人
々
も
よ
く
知

っ
て
い
ま
す
．

千
円
以
上
の
購
人
者
に
は
お
楽
し
み

抽
選
が
あ
り
、
一
生
寸
賞
は
「大
山
の
花
火
」

の
桟
敷
席
ご
招
待
な
ど
豪
華
賞
品
．̈〕
フ
ェ

ア
三
日
目
に
は
商
品
が
な
く
な

っ
て
急

退
継
ぎ
足
す
ほ
ど
の
人
気
を
呼
ん
で
い

ま
し
た
．

「こ
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
」お
客
様
と
の

会
話
も
は
ず
む

鮨
‐

賑わう即売コーナー花火グッズ∃―ナー

静鰊
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武
者
絵
や
花
火
を
デ
ザ
イ
ン

111■ ||||ニ

■第 5ロ

_■ツ屋ま 手
づ
く
り
の
灯
籠

地
域
内
練
り
歩
く

一一一一一一一一〓
一一

〓
難

いなせな若者たちが高さ4メ ー トル50セ ンチの大灯篭を地域内を引き回す

ステージ発表や作品展示
住民こぞつて賑やかに華やかに

大
仙
市
四
ツ
屋
地
区
は
当
該
地

域
の
活
性
化
を
目
差
し
、
四
ツ
屋

商
Ｉ
協
議
会
、
四
ツ
屋
公
民
館
な

ど
と
協
力
し
て

「
四
ツ
屋
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
今
年
で
５
年
め
を
迎

え
ま
し
た
。

十
月
十
二
日
、
四
ツ
屋
公
民
館

を
主
会
場
に
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
た

「
四
ツ
屋
ま

つ
り
」
は
、
主

催
が
四
ツ
屋
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

会
議

（伊
藤
隆
康
会
長
）、
そ
れ
に

若
者
六
十
人
余
で
組
織
さ
れ
た
「
四

ツ
屋
青
年
塾
」
の
協
力
を
得
て
、

従
来
に
増
し
て
充
実
し
た
内
容
と

な
り
、
こ
の
日
四
ツ
屋
地
区
は
大

い
に
活
気
を
呼
び
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

午
前
中
の
呼
び
物
は
、昔同
さ
４

・

５
肩
、
横
幅
約
３
済
の

「花
火
灯

籠
」
と
、小
学
校
や
二
つ
の
保
育
同
、

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
が
制
作
し
た
で
ヽ

二
灯
篭
」
の
地
域
内
町
内
の
練
り

歩
き
。
伊
藤
住
宅
か
ら
公
民
館
ま

で
の
１

ロ
キ
余
を
、
「
ソ
イ
ヤ
、
ソ
イ

ヤ
」
の
掛
け
声
も
勇
ま
し
く
引
き

歩
き
ま
し
た
。

施
設
「ふ
あ
み
り
い
量
則
で

纏
の
演
技
や
踊
り
を
披
露

練
り
歩
き
の
出
発
式
で
は
、
え

び
す
会
に
よ
る
纏

（ま
と
い
）
の

演
技
や
昌
月
会
の
手
踊
り
が
あ
り

ま
し
た
。
途
中
、
高
齢
者
施
設
の

「
ふ
あ
み
り
い
」
前
で
も
、
纏
の
演

技
、
日
本
舞
踊
の
披
露
な
ど
を
し

て
、
入
所
し
て
い
る
お
年
寄
り
に

四
ツ
屋
地
区
の
生
涯
学
習

公
民
館
の
教
室
で
仕
上
げ
た
作
品
の
展
示

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
民

館
前
に
灯
籠
が
到
着
す
る
と
、
栗

林
市
長
や
児
玉
市
会
議
員
な
ど
大

勢

の
み
な
さ
ん
が
、
盛
大
な
拍
手

で
出
迎
え
ま
し
た
ｃ

午
後

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
ス
テ
ー

ジ
発
表

で
す
。
今
年
も
オ
ー
プ

ニ

ン
グ
は
四
ツ
屋
小
学
校
器
楽
部

の

み
な
さ
ん
。
引
き
続
き
四
ツ
屋
保

育
園
、
ど
れ
み
保
育
園
園
児
た
ち

や
小
学
生
に
よ
る
演
技
発
表
な
ど
。

日
頃
公
民
館
を
利
用
し
て
い
る

同
好
会
や
お
や
じ
バ
ン
ド
の

「
座

★
お
と
な
番
戸
」
、
寸
劇
や
華
麗
な

日
本
舞
踊
の
「玉
扇
会
＆
千
鳥
会
」
、

落
語

の
響
屋
り
ん
り
ん
さ
ん
、
佐

藤
昌
月
さ
ん
率

い
る
民
謡
愛
好
会

の
シ
ョ
ー
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

藤
井
ケ
ン
子
さ
ん
の
唄
も
あ
り
観

柳瞼楊涸懲:]rif
顆愧藤窪熙猛鉾

(町竃を引く保育園児たち
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お祝いを述べる栗林大仙市長

『
=ゝ

るさと大曲』第 18号

写真上は、華やかな大会提供花火。

ミニ灯篭も見ている。写真右は、

神すぎる歌姫Y∪ KAさんの熱唱

四ツ屋」ヽ学校児童の楽器演奏

保育園児たちの合奏

司
会
の
樫
尾
典
子
さ
ん
を
日
ん
で

Ａ
Ｋ
Ｙ
４８
の
メ
ン
バ
ー
晴
れ
姿

客
席
は
大
喜
び
で
し
た
。

そ
し
て
七
月

の
首
都
圏
大
曲
会

の
総
会
に
出
演
し
た
人
仙
市
内
小

友

出
身

の
シ

ン
ガ

Ｉ

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ

（結
花
）
さ
ん
が
特
別
出
演
．
東
京

で
活
躍
す
る
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
さ
ん
の
ス

テ
ー
ジ
は
、
「
四
ツ
屋
ま

つ
り
」
に

一
段
と
花
を
添
え
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表

の
合
間
に
、
栗

林
大
仙
市
市
長
と
東
京
か
ら
馳
せ

参
じ
た
首
都
圏
大
山
会
大
釜
会
長

の
、
お
祝

い
と
激
励

の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
最
後
は
、
地
元
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
、
Ａ
Ｋ
Ｙ
４８

（保

育
園
保
護
者
会

の
お
父
さ
ん
た
ち

で
構
成
）
で
す
。
客
席

の
興
奮
は

最
高
潮
に
達
し
、
お
父
さ
ん
た
ち

の
熱
演
に
笑

い
転
げ
ま
し
た
。

公
民
館
前
が

「お
ま
つ
り
広
場
」

に
変
わ
る
夜
の
部
は
、
「花
火
灯
籠
」

に
火
が
灯
り
、
こ
れ
を
バ
ッ
ク
に

百
蓮
会
＆
え
び
す
会
に
よ
る

「
よ

さ

」ヽ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
と

「纏
」
の

競
演
で
す
。
そ
し
て
お
待
ち
か
ね

の
花
火
大
会
。
割
り
物
１０
発
と
大

会
提
供
花
火
５
百
発
が
、
大
山
の

花
火
で
も
お
馴
染
み
佐
々
木
か
つ

子
さ
ん
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
公
民
館

の
夜
空
に
打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

新
し
い
力
に
成
長
が
期
待

さ
れ
る
「四
ツ
屋
青
年
塾
」

今
回
か
ら
四
ツ
屋
地
区
に
、
四

ツ
屋
青
年
塾
と

い
う
新
し

い
力
が

加
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
新
し

い

動
き
と
し
て
、
内
小
友

の
余
目

い

き

い
き
会
議
協
議
会
顧
間
の
加
藤

加

一
さ
ん
、
大
山
納
豆
汁
旨
め
も

の
研
究
会
代
表

の
辻
卓
也
さ
ん
な

ど
市
内

の
有
力
な
リ
ー
ダ
ー
た
ち

が
、
「
四
ツ
屋
ま

つ
り
」
に
強
い
関

心
を
示
し
て
顔
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。そ

の
地
区
に
住
む
人
々
の
力
で

地
域
の
活
性
化
を
進
め
る
こ
と
は
、

地
域
発
展
を
目
指
す
本
当

の
基
盤

と
な
り
ま
す
。
栗
林
市
長
も
四
ツ

屋
青
年
塾
に
参
加
し
て
、
熱

い
議

論
を
交
わ
し
た
こ
と
が
あ
る
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
若

い
力
が
結
集

し
、
俺
が
や
ら
な
け
れ
ば
誰
が
や

る
と
ば
か
り
に
、
新
し

い
息
吹
が

感
じ
と
れ
た
第
五
回

「
四
ツ
屋
ま

つ
り
」
で
し
た
。

ちょつと大人の気分で日本舞踊を踊る小学生
元気にマ

木曇
理墨

四

ツ

の

念

一
　

快
適
な
社
会
環
境
を

創
ろ
う

。
こ
こ
に
住
み
た
い
、
こ
こ
に

住
ん
で
良
か

っ
た
と
思
え
る

四
ツ
屋
を
創
ろ
う

一
一　
快
適
な
人
間
関
係
を

創
ろ
う

・
四
ツ
屋
に
住
む
人
、
四
ツ
屋

に
縁
の
あ
る
人
に
依
る
笑
顔

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
ろ
う

一 H―



新
そ
ば
と
新
米
を
味
わ
う
お
祭
り

余
目
い
き
い
き
会
議
協
議
会
　
十

一
月
の
活
動

一鷺
鷲
驚
藤
艤
鰈
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収穫祭の成功を喜び合う余目いきいき会議協議会のみなさん

議
〓

↑
舞
難
競
事継

大仙市内小友地区で活動する「余目いきいき会議協議

会」 (三浦正彦会長)は、11月 2日 、恒例行事の「余目収

穫祭・味覚交流会」を開催しました。このイベントは、

今年余日で収穫された米やそばの試食会。大盛況でした。

新そば独特の香りもこ馳走になった新そばの試食

収
穫
を
祝
う
こ
の
時
期
、
余
目

地
区
の
恒
例
と
な

っ
た
新
そ
ば
祭

り
と
新
米
祭
り

『余
目
収
穫
祭

・

味
覚
交
流
会
』
は
、
Ｈ
月
２
日
、

今
に
も
降
り
出
し
そ
う
な
空
で
し

た
が
、
余
目
直
売
所
並
び
に
直
売

所
前
の
広
場
を
会
場
に
、
賑
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

余
目
と

い
え
ば
、
地
域
活
性
化

対
策

い
き

い
き
会
議
協
議
会

の
活

動
が
、
特
に
さ
く
ら
祭
り
や
ほ
た

る
祭
り
、
産
地
直
売
所
や

「余
目

ほ
た
る
亭
」
と

い
っ
た
農
家
民
宿

の
運
営
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
に
富
ん

だ
活
発
な
活
動
で
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
日
の
収
穫
祭
に
も
、
地
元

余
日
だ
け
で
な
く
、
産
地
直
売
所

に
訪
れ
た
人
も
含
め
各
地
域
か
ら

沢
山
の
お
客
様
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
準
備
が
整

っ
た
と

こ
ろ
で
Ｈ
時

か
ら
開
会

セ
レ

モ

ニ
ー
を
開
催
。

い
き

い
き
会
議
協

議
会
三
浦
会
長

の
歓
迎

の
挨
拶
に

続

い
て
大
仙
市
総
合
政
策
課
高
橋

正
人
参
事
な
ど
か
ら
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。

そ
の
後
イ
ベ
ン
ト
に
移
り
、
加

藤
伸

一
さ

ん
が
担
当

し
た
古

里

オ
ー
ナ
ー
事
業
と

し

て
の
新
米

「
ア
キ
タ
コ
マ
チ
Ｌ
ゆ
め
お
ば
こ
」

を
試
食
し
ま
し
た
。
思

い
思

い
に

食

べ
比

べ
た
参
加
者
は
、
「
香
り

は

『
ゆ
め
お
ば
こ
』
か
な
」
「
ね

ば
り
が
あ

っ
て
や

つ
ぱ
リ
ア
キ
タ

コ
マ
チ
だ
な
」
な
ど
と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。
試
食
し
た
後
、

気
に
い
つ
た
新
米
を
購
入
し
て
帰

る
方
も
い
ま
し
た
。

新
そ
ば
祭
り
も

大

い
に
賑
わ

つ
て

ｏ

お
昼
近
く
に
な

っ
て
お
客
様
が

急
激
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
お
日

天場者に新米のお餅をふるまう

―-12-―
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新米の味も新そばに負けずに好評を博した

な
だ
ら
か
な
美
し
い

形
を
描
く
高
寺
山

当
て
は
新
そ
ば
で
す
。
「
ア
ツ
ア

ツ
の
大
盛
り
を
お
願

い
し
ま
～

す
」
「
冷
や
が
け
の
大
盛
り
を
く

だ
さ

い
」
と
、
「
余
目
そ
ば
処
」

の
中
も
外
も
大
変
な
賑
わ
い
。
「矢

張
り
新
そ
ば
の
香
り
は
サ
イ
コ
ー

だ
な
」
と
、
お
客
様
た
ち
の
回
元

か
ら
は
微
笑
み
が
絶
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

平
成
２５
年
度
に
ピ
ザ
窯
を
完
成

さ
せ
た
余
目
産
地
直
売
所
は
、
今

年

の
収
穫
祭
で
は
ピ
ザ
づ
く
り
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
ピ
ザ

窯
に
火
を
入
れ
て
準
備
万
端
。

昭
和
５２
年
７
月
、
そ
れ
ま
で
単

独
に
組
織
化
さ
れ
て
い
た
余
日
公

園
愛
護
会
や
青
年
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
が
結
合
し
て
余
日
地
区
各

種
団
体
連
絡
協
議
会
を
設
立
し
余

目
地
域
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
平
成
１６
年
に

「美
し
い

四
季
癒
し
の
郷
構
想
」
が
持
ち
上

が
り
、
余
目
地
域
活
性
化
対
策
い

き
い
き
会
議
協
議
会
と
し
て
再
組

織
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
．

余
日
に
は

「地
域
憲
章
」
が
あ

り
、
憲
章
は
こ
の
地
域
住
民
の
約

も
ト

ツ
ピ

ン
グ
に
参
加
す
る
な
ど

い
い
賑
わ

い
。
パ
リ
パ
リ
に
焼
け

て
ア
ツ
ア
ツ
の
ピ
ザ
を

フ
ー
フ
ー

し
な
が
ら
試
食
す
る
光
景
は
、
誰

も
が
大

い
に
満
足
し
た
、
ど
や
顔

そ
の
も
の
で
し
た
。

大
成
功
！
初
め
て
の

新
米
餅

つ
き
大
会

正
午
か
ら
初
め
て
の
試

み
と
し
て
、
新
米

で
餅

つ

き
大
会
を
開
き
ま

し
た
。

も
ち

つ
き
担
当
は
三
浦
会

長
夫
妻
。
当
然
な
が
ら
奥

さ

ん
と

の
息

は

ぴ

っ
た

り
。
「
ヨ
イ

シ

ョ
、

ョ
イ

シ

ョ
」
と
、
参
加
し
た
手

ど
も
た
ち

の
掛
け
声
に
会

場
は
大

い
に
盛
り
上
が
―，

ま
し
た

．

つ
き

あ

が

っ
た
も

ち

は
、
待
機
し
て
い
た
女
性
軍
の
手

で
小
分
け
さ
れ
、
き
な
粉
、
ご
ま
、

あ
ん
こ
な
ど
に
く
る
ま
れ
て
ヘ
ン

シ
ン
．

つ
い
た
三
升

の
餅
は
あ

っ

と

い
う
間
に
、
周
り
に
集
ま

っ
た

み
な
さ
ん
の
胃
袋
に
納
ま
り
ま
し

た
。
心
配
さ
れ
た
雨
も
、
テ
ン
ト

解
体

の
頃
に
な
リ
ポ
ツ
ポ
ツ
来
た

よ

つヽ
で
し
た
。

ピ

ザ
づ

く
り
に
は
子
ど
も
た
ち

饉財蜀撃
響

三浦会長夫妻の手で新米による餅つきが行われた

束
事
と
な
り
地
域
の
活
性
化
を
図

る
目
標
と
な

っ
て
い
ま
す
。

余
目
の
地
域
づ
く
り
憲
章

一
　

こ
の
郷

（む
ら
）
は
与
え
ら

れ
た
地
域
風
土
を
生
か
し
ま
す
。

一　

隣
人
を
愛
す
る
こ
の
郷
に
住

む
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
ま
す
。

一　

肥
沃

（ひ
よ
く
）
な
大
地
に

自
給
の
産
物
を
創
出
し
ま
す
。

一　

心
の
通
い
合
う
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
た
農
あ
る
生
活
文
化
の
創

造
に
努
め
ま
す

一　
自
然
を
愛
し
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

☆

高
齢
化
が
進
む
中
で
集
落
の
崩

壊
を
如
何
に
食
い
止
め
る
か
。
特

に
中
山
間
の
田
園
を
地
域
ぐ
る
み

で
守
る
に
は
ど
う
す
る
か
。
住
民

た
ち
が
結
集
し
て
地
域
づ
く
り
に

努
力
す
る
姿
を
、
こ
の
餘
日
地
区

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
里

を
守
る
、
こ
れ
は
首
都
圏
在
住
者

に
と

っ
て
も
無
関
心
で
い
ら
れ
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ｃ
（大
釜
）
-0● -0●-0●-0● -0●-0●―○●―O● ― O● -0● -0●一〇●-00-O● -0● 劃

余目地域活性化対

故郷でのお集まり、お泊りに
″グ の場「っご で
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今年5月 にオープンした大曲厚生医療センター

「ふ
３
こ
と
納
税
」
た
だ
今
受
付
立
隋

平
成
２０
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
早
い
も

の
で
７
年
目
の
冬
を
迎
え
て
お
り
ま
す
ｃ
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、

生
ま
れ
育

っ
た
ふ
る
さ
と
や
応
援
し
て
み
た
い
と
思
う
地
域
の
自
治

体

へ
行
う
寄
附
制
度
。
寄
附
を
い
た
だ
い
た
場
合
は
寄
附
し
た
人
が

住
む
白
治
体
に
納
め
て
い
る
住
民
税
な
ど
の
税
金
額
か
ら
、　
一
定
限

度
ま
で
控
除
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
大
仙
市
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ｃ

=驚=,議ケ
'

大
仙
市

の

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
県
内

で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
金

額
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成

２６
年

度

は
、

１０
月
末

現

在
、

３３
件
、
五
〇
七
万
四
千
円
と

な

つ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、

平
成
２０
年
度
か
ら
の
合
計
金
額
は

五
千
万
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

平
成
２２
年
度
か
ら
は
、
今
年
五

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
山
厚
生
医

療
セ
ン
タ
ー
の
改
築
整
備
に
関
わ

る
寄
附
も

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の

一
環
と
し
て
受
付
け
ま
し
た
ｃ

ま
た
大
仙
市

で
は
、
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
活
用

の
ト

ッ
プ

バ

ッ

タ
ー
と
し
て
、
市
内

の
全
小

・
中

学
校
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、

保
育
園
に
、
ふ
る
さ
と
文
庫

コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
利
用
す
る
子
ど
も

た
ち
は
大
喜
び
．

本

の
選
定
は
利
用
す
る
児
童
、

生
徒
自

ら
が

「
ふ
る
さ
と
」
を

テ
ー
マ
に
自
由
な
発
想
で
行

っ
て

い
ま
す
（）
民
話
や
童
話
、
秋
田
県

や
大
仙
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
者

の
本
、
小
説

・
エ
ッ
セ
イ
、
学
習

事
典
な
ど
、
合
計
八
千
冊
の
本
が

購
入
さ
れ
ま
し
た
。

大
仙
市
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
納

税
と
し
て
の
寄
付
金
は
、
次
の
４

分
野
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
．

１
　
（観
光
分
野
）

魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
活
用

し
た
観
光
交
流
事
業

２
　
（高
齢
者
福
祉
分
野
）

老

い
を
楽
し
み
、
地
域
が
支

え
る
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る

事
業

３
　
（自
然
環
境
分
野
）

次
代
に
残
す
豊
か
な
自
然
環

境
の
保
全
に
関
す
る
事
業

４
　
（子
育
て
教
育
分
野
）

健
や
か
な
成
長
を
願
う
子
育

て
と
教
育

の
充
実
に
関
す
る

事
業

◆

「ふ
る
さ
と
納
税
」
に

つ
い
て
の
お
問
合
せ
は

大
仙
市
役
所
企
画
部

総
合
政
策
課
　
地
域
政
策
班
ま
で

電
話

〇

一
人
七
―
六
一一丁

一
一
一
一

（代
表
）

1lf露
「予鸞‐晏鸞撃撃鷺繋驚驚量

「ふるさと納税文庫」を手に喜ぶ子どもたち
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創≧記念の贈呈品に「秀よし」

鈴
木
酒
造
店
に
学
び
た
い

歴
史
に
生
き
る
伝
続
の
カ

娘
麻
衣
が
２
、
３
歳
の
頃
だ

っ

た
か
ら
、
も
う
２５
年
く
ら
い
前
に

な
る
。
私
が
住
む
東
京
都
足
立
区

に
ほ
ど
近

い
埼
玉
県
三
郷
市
で
、

中
仙
町

（現
大
仙
市
）
の
特
産
即

売
会
が
開
か
れ
た
．
勤
務
先
の
上

司
だ

っ
た
大
釜
さ
ん

（首
都
圏
大

山
会
会
長
）
の
勧
め
で
、
家
族
連

れ
で
訪
れ
た
の
は
週
末
の
昼
下
が

り
。
特
産
品
ブ
ー
ス
の
隅
に
見
つ

け
た
の
が
「秀
よ
し
」
の
試
飲
コ
ー

(株)プラスエム社長

長 岡 稔

‐■1警継:::

甘い匂いが漂う蔵で仕込み中の樽を撹拌する長同社長

ノ

強

い
口
差

し

の
中

で
、
試
飲

カ

ツ
プ
に
ひ
と
く
ち
の
よ
く
冷
え

た
お
酒
。
そ
の
時
胸

の
奥
に
、
何

故

か
言

い
知

れ
ぬ
強

い
感
動

が

走

っ
た
。

２５
年
前

の
特
産
即
売
会

の
記
憶
に
自
信
は
な

い
が
、
ひ
と

な
れ
「
お
酒

の
感
激
に
は
自
信
が
　
　

一機
事

銘
酒

「
秀
よ
し
」
．
初
め
て
聞

く
酒
の
銘
柄
だ
．
決
し
て
大
き
な

酒
蔵
で
は
な

い
と
言
う
が
、
元
禄

か
ら
続
く
秋
田
の
名
門
酒
蔵
と

い

う
．
三
百
年
も

の
歴
史
だ
，
長

い

時

の
流
れ
の
中
で
、
地
域
の
人
々

と
喜
怒
哀
楽
を
共
有
し
歴
史
を
築

い
て
き
た
．
そ
し
て
今
「秀
よ
し
」

の
鈴
木
酒
造
店
は
、
誰
に
誇
る
こ

と
も
な
く
、
偉

ぶ
る
で
も
な
く
、

多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ
る
芳
醇
な

洒
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
っ

プ

ラ
ス

エ
ム

は

何
を
残
し
、

何
を
日
差
す

そ
、っ
だ
、
プ
ラ
ス
エ
ム
の
創
立

‐５
周
年
記
念
の
お
祝

い
の
品
に
、

「
秀
よ
し
」
を
利
用
さ
せ
て
貰
お

う
ｃ
私
に
は
な
く
ひ
ら
め
く
も
の

が
あ

っ
た
。

プ
ラ
ス
エ
ム
は
１４
年
前
、
「
学

校
と
社
会
を
結
ぶ
架
け
橋
」
を
企

業
理
念
と
し
て
立
ち
上
げ
た
会
社

で
あ
る
。
以
来
四
，
五
人
の
従
業

員
と
と
も
に
、

学
校
と
児
童

・
生

徒
の
教
育
に
留
わ
る
多
く
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
ｏ
小
さ
な
会

社
な
が
ら
、
万
回
目
の
周
年
行
事

を
祝
え
る
こ
と
に
お
い
て
、
些
か

な
が
ら
も
社
会
の
お
役
に
立

っ
て

き
た
と
自
負
す
る
も
の
が
あ
る
ｃ

そ
し
て
祝

い
の
お
洒
ｏ
「
本
気
で

や
れ
ば
な
ん
で
も
面
白
い
」
こ
れ

が
今
度
作

っ
た
お
祝
い
の
酒
の
名

前
で
あ
る
ｃ
「
ヘ
ン
だ
よ
」
と

い

う
の
が
若
い
を
員
た
ち
の

一
致
し

・〓
見
だ

っ
た
ｃ
確
か
に
酒

の
名

三

し
て
ヘ
ン
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
で
も
ぁ
え

て
、
最
も
ふ
さ
わ

し
い
と
思

い
、
決
め
た
ｃ

年
が
明
け
る
と
、

１５
年
前

の
思

い
出
と
な
る
．
プ
ラ
ス
エ
ム
を
創

業
し
て
わ
が
身

の
す
べ
て
を
仕
事

に
ぶ
っ
け
て

ぃ
た
頃

の
こ
と
だ

．

「
本
気

で
や
れ
ば
な
ん
で
も
百

「

」

、
ど

こ
か
で
見

つ
け
た

●
責

で
あ
る
．
そ
し
て

一
本
気
で
や
れ

ば
何
で
も
で
き
る
」
と
続
き
、
最

後
が

「本
気

で
や
れ
ば
誰
か
が
助

け
て
く
れ
る
」
と
な
る
。

創
立
１５
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
私

一
人
の
力

で
は
な

い
っ
当
然

だ
ｏ
多
く

の
方

々
に
支
え
て
貰
え

た
か
ら
こ
そ
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の

言
葉
に
勇
気
を
貰

い
続
け
て
今
日

ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
と
今
強

く
思
う
。

お
洒
造
り
に
協
力
し
て
く
れ
た

鈴
木
洒
造
店
で
は
、
仕
込
教
作
業

の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂

い
た
。

そ
の
時

の
写
真
が
ラ
ベ
ル
に
な

っ

た
ｏ
・５
周
年
を
迎
え
た
企
業

の
責

任
者
で
ぁ
る
私
自
身
が
作
業
に
関

わ

つ
た
お
酒
と

い
う
誇
り
も
詰
め

て
ヽ
お
世
話
に
な

っ
た
方

々
に
お

鴫
り
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
の
想

い
が
適
う
創
立
１５
周
年

記
念

日
は
、

二
〇

一
五
年

一
月

十
五
日
で
あ
る
ｃ
プ
ラ
ス
エ
ム
は
、

創
立
２０
年
、

３０
年
に
向
け
て
、
力

強
く
、
自
信
と
誇
り
を
胸
に
進
ん

で
い
こ
、っ
。

麹生成は洒醸造過程の大切な作業 (鈴木
'≡

遣
=

右から「秀よし」鈴木社長、長同社長

「秀よし」の暖簾のかかる玄関前で

-15-―
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大
仙
市
で
活
躍
す
る
．一企
業
訪
一問
・し

，
―
ズ
‐‐③

地球にやさしい「まち」づ くり
rIINKABθ υr r″E EARr″ &″ uMAN LIFE.

美しい街に生きること。利便性の良い街に暮 らすことこ

それは私達人間にとって最も大切な願いの一つでしょう.街は自然に溶け込み、

あるいはランドマークとなる造形の妙 と、人間工学や心理面までをも考慮 した

機能性を合わせもつ建築。興栄建設は未来を倉1造 し続けています.

〕興栄建設株式会社
本社所在地

社   長

資 本 金

/1_産
能 力

社 員 数

技能資格者

JIS溶接有資格者

AW検定工場溶接資格者

秋田県大仙市大曲LIEl根字西道野502番地2

齋藤 靖

9千3百万円

年 F・U20,000t(月 間 : MAX 2000t)

男子 94名  女子9名  計 103名

1級鉄骨技能士 (構造物現図作業)2
1級鉄侶・技能士 (構造物鉄鉱作業)2
1級大工技能士 (大工:「事作業)4

代表取締役社長

齋 藤  靖

これまでの経験 と実績をお、まえ、

誠実・信用・技術を興栄建設株式

会社最大の財産として、社会奉仕

の精神を忘れることなく、更なる

品質の向 11と 、皆さまのご期待に

添えるよう努力 してまいりますり

30名

1344

―
　
国
道
１
０
５
号
線
を
来
る
と
御
社
の

大
き
な
建
物
が
よ
く
目
立
ち
ま
す
。

創
立
は
い
つ
、
ど
な
た
の
手
に
よ
っ
て
創

業
さ
れ
ま
し
た
か
。

昭
和
５０
年
２
月
１
日
、
現
会
長
の
齊

藤
鐵
雄
が
秋
田
県
神
岡
町
に
、
興
栄
鐵

Ｉ
株
式
会
社
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。

資
本
金
は

一
、
五
〇
〇
万
円
で
し
た
ｃ

現
在
は
九
、
一二
〇
〇
万
円
で
す
．

―
　
そ
れ
ほ
ど
古
い
社
歴
を
お
持
ち
で
は

な
い
の
に
、
営
業
活
動
の
地
域
は
秋
田
県

内
に
留
ま
ら
ず
、
随
分
広
い
エ
リ
ア
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
支
社
、
営
業
所
等
は
ど

の
地
域
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

首
都
圏
を
中
心
に
し
た
鉄
骨
の
営
業

所
と
し
て
、
横
浜
市
鶴
見
区
に
関
東
営

業
所
が
あ
り
ま
す
。

地
元
と
し
て
は
、
本
工
部
と
し
て
木

造
専
門
の
作
業
所
が
あ
り
、
ま
た
支
社

は
神
岡
に
あ
り
ま
す
。

―
　
も
ち
ろ
ん
建
築
、
建
設
業
で
す
が
、

手
掛
け
る
仕
事
の
内
容
を
こ
説
明
く
だ
さ

い
。地

元
で
は
総
合
建
設
業
で
通

っ
て
い

す
．
民
間
の
住
宅
や
工
場
、
官
公
庁
の

発
注
物
件
で
あ
る
学
校
な
ど
を
、
建
築

一
式
工
事
で
受
注
し
ま
す
。
ま
た
こ
れ

ら
の
他
に
、
土
木

一
式
工
事
と
し
て
道

路
や
橋
、
水
門
の
補
修
Ｉ
事
な
ど
も
受

注
し
て
い
ま
す
。

鋼
構
造
物
ｌｉ
事
と
し
て
は
建
築
鉄
骨

の
製
作
が
中
心
で
、
月
産
約

一
、
五
〇
〇

ｔ
を
製
作
し
、
こ
れ
ら
は
首
都
圏
を
中

心
に
し
た
、
秋
田
県
外
か
ら
の
受
注
が

多
く
な

っ
て
い
ま
す
．

―
　
随
分
広
い

。
・
？

営
業
範
囲
は
、
地
元
か
ら
東
北
全
般
、

関
東

エ
リ
ア
ま
で
入
り
ま
す
Ｄ

東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
も

―
　
首
都
圏
の
工
事
で
は
？

首
都
圏

の
工
事
と
し
て
は
、
東
京

デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
や
衆
議
院

新
議
員
会
館
南
棟
な
ど
も
請
け
負

い
ま

し
た
。
最
近
で
は
江
東
区
豊
洲
３
１
２

街
区
ビ
ル
、
人
宮
桜
木
町

一
丁
日
郵
政

ビ
ル
を
製
作
し
、
現
在
は
新
宿
駅
南
日

の
Ｊ
Ｒ
文
化
施
設
を
製
作
中
で
す
．

宮
城
、
仙
台
方
面
で
は
、
仙
台
駅
前

の
パ
ル
コ
、
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
ー
な
ど

を
製
作
し
て
、
ご
く
最
近
で
は
古
河
の

Ｙ
Ｋ
Ｋ
の
窓
ｌｉ
場
を
製
作
し
ま
し
た
ｃ

ｌ
　
大
仙
市
、
こ
の
地
元
で
手
掛
け
た
も

の
は
？
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興栄建設株式会社本社社屋(右 )、 同製作工場(左 )

興栄建設株式会社鐵構工場。合理的な生産ラインが

優れた製品を生む

大
曲
中
学
校
体
育
館
、
大
山
工
業
高

校
体
育
館
、
昨
年
は
大
曲
駅
前
の
通
町

再
開
発
に
と
も
な
う
大
山
厚
生
医
療
セ

ン
タ
ー
の
病
院
棟
な
ど
で
す
。

徹
底
し
た
検
査
や
　
　
　
一

チ

エ
ッ
ク
体
制
で
　
　
　
ヽ

―
　
御
社
は
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

「品
質
方

針
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
ど

ん
な
努
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

お
客
様
か
ら
仕
事
を
受
注
す
る
た
め

に
は
、
品
質
、
１１
期
、

コ
ス
ト
の
三
つ

が
揃
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
，
特
に

次

の
受
注

に
お

い
て
、　
一
番
重
要
に

な

っ
て
く
る
も
の
が
品
質
で
す
．

そ
こ
で
社
員
に
は
、
高
品
質
の
製
品

を
作
り
出
す
た
め
に
、
製
品
に
関
し
て

は
徹
底
し
た
検
査
や
チ

ェ
ッ
ク
体
制
で

臨
む
よ
う
要
求
し
ま
す
。
誤
作
動
防
止

の
た
め
に
、
勉
強
会
の
開
催
や
各
種
資

格

へ
の
挑
戦
な
ど

で
、
常

に
ス
キ
ル

ア
ツ
プ
を
図

っ
て
い
ま
す
ｃ

ｌ
　
「充
実
の
設
備
」
が
御
社
の
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
が

・
・

現
在
ほ
と
ん
ど
重
要
部
分
の
溶
接
は

溶
接

ロ
ボ

ッ
ト
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま

す
。
多
種
多
様
の
溶
接

ロ
ボ

ッ
ト
が
配

備
さ
れ
て
い
る
工
場
と
し
て
、
当
社
は

わ
が
同
で
も
三
本
の
指
に
入
る
と
思
い

ま
す
。

ま
た
当
社
は
雪
国
に
あ
る
こ
と
か
ら

従
業
員
を
冬

の
寒
さ
か
ら
守
る
た
め

に
、
工
場

の
外
壁
、
屋
根
は
サ

ン
ド

イ

ッ
チ
パ
ネ
ル
に
し
て
、
工
場
内
は
外

気
温
よ
り
５
度
以
Ｌ
暖
か
く
な

っ
て
い

ま
す
。
反
対
に
夏
は
外
気
よ
り
も
、
５

度
以
上
は
涼
し
い
構
造
に
な

っ
て
い
ま

す
．責

任
を
自
覚
し
　
　
　
　
“

誇
り
と
自
信
を
も

っ
て
　
ヽ

―
　
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
∃
ン

（想
像
力
）
を

高
め
る
た
め
、
社
員
に
要
求
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

建
築
を
通
し
て
自
分
が
関
わ

っ
た
仕

事
は
ず

っ
と
残
る
こ
と
な
の
で
、
仕
事

に
対
し
て
は
責
任
を
自
党
し
て
欲
し
い

と

い
う
こ
と
。
秋
田
か
ら
南

へ
、
東
京

溶
==T´

ヽシステム装置
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一

写
真
右
は
大
仙
市
大
曲
通
町
地
区
第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
。

真
ん
中
の
高
い
ビ
ル
は
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
。
左
は
衆
議
院

議
員
会
館
（東
京
都
）

興栄の技術甜 を 変 え る

地域貢献活動の一つとして社員による道路整備、清掃

を
初
め
我
が
国
の
中
心

エ
リ
ア
の
仕
事

を
し
て
い
る
と

い
う
誇
り
と
自
信
を

持

っ
て
従
事
し
て
頂
き
た
い
と
常
に
話

し
て
い
ま
す
。

―
　
御
社
の
従
業
員
構
成
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

男
子
１
０
３
名
、
女
子
９
名

で
す
。

年
齢
別
は
１０
代
３
名
、

２０
代
１３
名
、

３０

代
１６
名
ヽ

４０
代
２７
名
、

５０
代
３３
名
、

６０

代
１８
名
と
な

っ
て
い
ま
す
ｃ
地
元
企
業

と
し
て
平
均
年
齢
は
若

い
方
だ
と
思
い

ま
す
。

―
　
従
業
員
の
居
住
地
は
？

大
半
は
勿
論
人
仙
市
で
す
。
特
に
は

旧
大
曲
市
中
心
で
す
が
市
外
か
ら
は
、

秋
田
市
か
ら
３
名
、
横
手
市
１０
名
、
湯

沢
市
１
名
、
仙
北
市
３
名
、
美
郷
町
７

名
で
す
。

春
は
お
花
見
会
、

夏
は
納
涼
の
集
い
も

―
　
厚
生
活
動
は
活
発
で
す
か
。

春
は
お
花
見
会
を
、
夏
と
も
な
れ
ば

納
涼
会
を
開
催
し
て
楽
し
み
ま
す
。
そ

し
て
年
末
に
は
、
賑
や
か
に
忘
年
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
充
実
し
た
社

員
食
堂
も
あ
り
、
対
外
活
動
で
は
野
球

部
は
各
種
大
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
っ

―
　
地
元
住
民
と
の
触
れ
合
い
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

地
元
の
小
学
校
や
中
学
校
、
高
校
か

ら
の
職
場
見
学
の
中
し
入
れ
や
、
高
校

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
を
受
け
入
れ

る
な
ど
、
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
ｃ

ｌ
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
は
、
ど
こ
の
学

校
が
多
い
で
し
よ
う
か
。
ど
ん
な
研
修
を

し
て
い
ま
す
か
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
と
し
て
は
、
昨

年
も
今
年
も
大
曲
工
業
高
校
か
ら
各
３

名
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
男
子
２
名
、

女
子
１
名
で
、
建
築

・
上
木
科
の
生
徒

拾
い
集
め
た
ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
を

前
に
、
参
加
者
全
員
で
パ
チ
リ

摯炸 瞼

ポイ捨てされたペットボトルなども拾い集める

武田薬品工業(株)<神 奈川県>
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さ
ん
で
す
が
、
主
と
し
て
現
場
管
理
を

中
心
に
学
び
ま
す
。
こ
の
他
に
鐵
構
部

の
方
で
も
「
１
日
研
修
を
し
ま
す
の
で
、

建
築
全
般
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
と
、
参
加
し
た
生
徒
さ
ん
た
ち
に
は

と
て
も
好
評
で
す
。

―
　
そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
の
御
社
の
方
針

な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま

で
お
話
し
て
き
ま
し
た
よ
う

に
、
社
員

一
同
、
総
力
を
結
集
し
て
、

と
に
か
く
良
品
質
の
製
品
を
作
る
こ
と

に
徹
底
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
の

一杢
界
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ツ

ク
に
向
け
て
、
ま
だ
ま
だ
数
多
く
の
注

目
物
件
が
、
東
京
を
中
心
に
発
注
さ
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
当
社
の
全
力

を
あ
げ
て
そ
の
よ
う
な
物
件
を
、
な
る

べ
く
多
く
手
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
ｃ

地
元
を
活
性
化
し
　
　
　
″

発
展
に
寄
与
す
る
　
　
　
ヽ

―
　
最
後
に
首
都
圏
大
曲
会
会
員
や
、
地

:::11111:::::::::::

建
築
に
関
わ
る
自
分
の
仕
事
は
ず

っ

と
残
る
と
い
う
誇
り
と
自
信
が
大
切

新築ビルの工事の前に

勉強会をもつて、技術

の確認をする

【写
真
上
、
左
】
い
ろ
い
ろ
な
組
織
や

団
体
を
は
じ
め
高
校
生
の
就
業
体
験
な

ど
、
男
女
を
問
わ
ず
興
栄
建
設
を
訪
問

す
る
人
は
多
い

見学にあたり担当者から説明を聞く研修生たち。

安全対策として全員がヘルメットを着帽する

元
大
仙
市
の
み
な
さ
ん

へ
の
メ

ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

興
栄
建
設
株
式
会
社
は
、
よ
り

魅
力
あ
る
企
業
と
な

っ
て
、
地
元

で
働
き
た

い
と
思
う
若
者

の
受
け

皿

に
な
り

た

い
と

思

っ
て

い
ま

す
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
地
元
大
仙

市

の
活
性
化
を
図
る

一
助
と
な

っ

て
、
大
仙
市

一
層

の
発
展
に
寄
与

し
た

い
と
考
え
ま
す
。

☆

―
　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
有
難
う
こ
ざ

い
ま
し
た
。
六
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、

建
設
業
界
は
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
７こ
れ
を
機
会
に
、

こ
の
大
仙
市
に
根
を
下
し
つ
つ

一
層

活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
（大
釜
）

【写
真
右
】社
員
に
は
常
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
希
望
し
、

そ
れ
だ
け
に
研
修
会
や
打
合
せ
は
常
時
に
行
わ
れ
る
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米
づ
く
り
は
土
作
り
だ
！

大
仙
市
高
関
上
郷
の
佐
藤
久
男
さ
ん
が
作
る

「
こ
だ
わ
り
米
ア
キ
タ
コ
マ
チ
」

は
首
都
圏
大
山
会
の
会
員
に
は
特
に
有
名
で
す
。
総
会
や

「東
京
で
大
曲
の
花
火

を
観
る
会
」
の
記
念
品
と
し
て
ご
提
供
頂
き
、
他
に
通
信
で
定
期
的
に
購
人
し
て

い
る
人
も
多

い
か
ら
で
す
。
秋
か
ら
始
ま
る
と

い
う

″
こ
だ
わ
リ
ク
に
つ
い
て
、

佐
藤
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

蝙

“

|■ 上げられた籾がらを燻炭に変える作業。

右下は脱穀機を前に脱穀作業をする佐

藤さん(10月 )
ら
始
ま
る

佐
藤
さ
ん
が
提
供
し
て
く
だ
さ
る

「
こ

だ
わ
り
米
ア
キ
タ
コ
マ
チ
」
は
、
炊
い
た

後
の
ツ
ヤ
と
言
い
香
り
と
言
い
、
そ
し
て

食
感
が
素
晴
ら
し
い
と
評
判
で
す
。　
一
般

の
栽
培
と
違
い
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
藤
　
こ
だ
わ
り
米
の
円
植
時
期
は

一
般

栽
培
米
に
比
べ
遅
く
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
内
城
菌
有
機
肥
料
を
土
に
よ
く
馴
染
ま

せ
、
働
き
を
活
性
化
さ
せ
た
い
か
ら
で
す
。

温
暖
化

の
影
響
か
ら
か
出
穂
時
期
が

年
々
早
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
こ
４

～
５
年
は
７
月
２７
日
～
８
月
３
日
頃
の
出

穂
で
す
ｃ
こ
だ
わ
り
米
の
植
え

つ
け
は
６

月
に
人

っ
て
か
ら
。
８
月
１０
日
前
後
の
出

穂
で
し
た
。
８
月
前
半
の
天
候
不
良
は
心

配
で
し
た
が
、
下
旬
は
回
復
し
生
育
も
順

調
で
し
た
。
９
月
上
旬
ま
で
田
ん
ぼ
に
水

を
入
れ
て
い
た
の
が
良
か

っ
た
の
で
す
ｃ

米
質
が
向
上
し
た
と
感
じ
ま
し
た
。

ア
キ
タ
コ
マ
チ
の
病
気
対
策
は
？

佐
藤
　
１０
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
、
育
苗
期

に
細
菌
に
よ
る
病
気
が
発
生
す
る
と
大
変

な
の
で
、
そ
れ
を
防
ぐ

た
め
に
２
～
３
種
類
の

農
薬
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
。　
一
般
栽
培
米
は

今
で
も
そ
う
で
す
。

し
か
し
私
は
、
炭
に

は
殺
菌
作
用
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
、
農
薬
を

避
け
て
、
床
十
に
混
ぜ

て
あ
る
燻
炭
の
力
を
信

じ

る

こ

と

に

し

ま

し

た
．

こ
れ

に
よ
り
育
苗

期
に
発
病
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
だ
わ
り
米
に
内
城
菌
は
、
い
つ
頃
か

ら
使
い
始
め
た
の
で
す
か
。

佐
藤
　
内
城
菌
を
使
用
し
始
め
て
か
ら
も

う
８
年
に
な
り
ま
す
。
土
も
軟
ら
か
く
な

り
、
保
水
力
と
水
捌
け
が
同
時
に
良
く
な

り
自
然
の
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
米
と
内
城
菌
に
は
ど
ん
な
相

性
が
働
い
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
。

佐
藤
　
相
性
と
言
わ
れ
る
と
難
し
い
で
す

ね
。
（
笑
）

」ヽ
だ
わ
り
米
は
内
城
菌
を

使

っ
て
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
内
城
菌
の

有
機
肥
料
は
食
物
の
残
り
か
す
で
す
．
こ

の
か
す
に
内
城
菌
と
米
ぬ
か
を
混
ぜ
て
７０

～
８０
度

の
高
温
醗
酵
を
さ
せ
る
も

の
で
、

こ
れ
は
動
物
や
植
物
に
無
害
で
す
。
魚
の

養
殖
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ

そ
こ
が
化
学
肥
料
と
違
う
と
こ
ろ
で

す
。
内
城
菌
肥
料
を
散
布
し
て
い
る
と
、

「何
を
撒

い
て
る
の
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
「
人

に
も
無
害
な
肥
料
だ
」
と
食
べ
て
み
せ
る

と
、
誰
も
が
び

っ
く
り
し
て
い
ま
す
．

内
城
菌
を
使

っ
た

「
こ
だ
わ
り
米
ア
キ

タ
コ
マ
チ
」
の
評
判
は
ど
う
で
す
か
。

佐
藤
　
私
は
近
所
の
田
ん
ぼ
の
人
に
も
内

城
菌
を
使

っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
秋
に

な
る
と
、
「
あ

の
米
を
送

っ
て
欲
し

い
」

と
よ
く
頼
ま
れ
る
そ
う

で
す
．
「
無
料
で

分
け
て
や

っ
て
い
た
米
だ

っ
た
が
、
今
で

は
送

っ
て
貰
う
方
が
指
定
し
て
く
る
ん
だ

か
ら
」
と
笑

っ
て
い
ま
し
た
ｃ

う
ま
い
米
だ
と
言

っ
て
く
れ
る
人
が
最

近
め

っ
き
り
増
え
て
い
ま
す
ｃ
新
潟
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
食
べ
て
い
た
け
ど
、
こ
の
ア

キ
タ
コ
マ
チ
は
格
別
に
美
味
し
い
と
言

っ

て
く
れ
ま
す
。
お
に
ぎ
り
の
モ
チ
モ
チ
感

が
最
高
だ
と
も
言

っ
て
い
ま
し
た
ｃ

佐
藤
さ
ん
の

「
こ
だ
わ
り
米
ア
キ
タ
コ

マ
チ
」
は
、
「秋
田
県
特
別
栽
培
農
産
物
」

に
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

佐
藤
　
こ
の
認
証
を
得
た
農
産
物
は
、
堆

肥
等
の
有
機
質
肥
料
に
よ
る
土
づ
く
り
が

行
わ
れ
た
円
ん
ぼ
で
、
化
学
肥
料
を
県
内

の
平
均
的
な
栽
培
方
法
の
半
分
以
下
に
抑

え
て
作
ら
れ
、
「
人
」
「
環
境
」
に
優
し
い

農
産
物
で
す
。
安
心
、
安
全
の
、
県
の
認

証
表
で
す
。

米
づ
く
り
は
土
作
り
と
、
秋
か
ら
作
業

に
入
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期

は
ど
う
い
う
こ
と
を
や
り
ま
す
か
。

佐
藤
　
内
城
菌
有
機
肥
料
は
生
き
て
い
ま

す
．
菌
を
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に
は
環

境
を
作

っ
て
や
る
こ
と
が
大
事
で
す
．
そ

れ
に
は
籾
す
り
を
す
る
と
多
量
に
出
る
籾

ガ
ラ
を
薫
炭
に
し
て
内
城
菌
と
混
ぜ
る
こ

と
で
す
ｃ
燻
炭
と
微
生
物
は
相
性
が
非
常

に
良

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
」
だ
わ

り
米
ア
キ
タ
コ
マ
チ
」
に
と

っ
て
、
秋
の

燻
炭
作
り
は
欠
か
せ
な
い
作
業
で
す
。



第
２９
回
　
国
民
文
化
祭

あ
き
た
２
０
１
４
終
る

全
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
た
ち

の
絵
や
書
等
を
展
示
す
る
と
と
も

に
、
伝
統
芸
能
な
ど
が
競
演
し
、

ま
た
そ
れ
を
観
賞
す
る

「
国
民
文

化
祭

（国
文
祭
）
が
、

１０
月
４
日

か
ら
１１
月
３
日
ま
で
の
期
間
、
秋

田
県
内
２
５
の
市
町
村
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
文
化
活

動
の
全
国
的
規
模
で
の
発
表

の
機

会
や
交
流
の
場
を
作
る
こ
と
を
目

的
に
、
各
地
域
に
の
伝
統
的
な
文

化

の
見
直
し
を
図
る
こ
と
も
目
的

の

一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
大
仙
市
で
は
、
市
主

催
事
業
と
し
て

「
囲
碁
サ
ミ
ッ
ト

ｉｎ
大
仙
」
、
「
国
指
定
名
勝
旧
池
田

氏
庭
園

『秋

の
園
遊
会
』
、
「秋
田

の
美

×
写
真

の
力
」
に
加
え

て
、

県
民
参
加
事
業

「伝
統

×
挑
戦

日
本

の
花
火
　
大
山

の
花
火
」
、

「
民
謡
継
承
祭
典
～
民
謡
を
次
世

代

へ
唄

い
踊
り
継
ぐ
～
」
、
「音
楽

で
つ
な
ご
う
２
０
１
４
　
み
ん
な

の
校
歌

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

国民文化祭には県民が主体となつて行
う「県民参カロ事業」がある。大仙市では「音
楽でつなこう2014みんなの校歌コンテス
ト」が行なわれた。(9月 18日 、中仙市民会
館鈍パル)

国
指
定
の
旧
池
田
氏
庭
園
は
鮮
や
か
に
色
づ
い

た
木
々
の
葉
が
歓
迎
し
て
く
れ
た

旧
池
田
氏
庭
園
で

秋
を
彩
る
園
遊
会
好
評

仙
北
地
域
の
「
旧
池
田
氏
庭
園
」

で
は
、
呈
茶
や
音
楽
、
郷
土
芸
能

の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
仙
市

が
全
国
に
誇
る
名
勝
地
を
利
活
用

し
、
大
仙
市
だ
か
ら
出
来
る

「和
」

の
空
間
で
、
来
場
す
る
人
々
の
お

も
て
な
し
を
し
て
大
変
な
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

旧
池
田
氏
庭
園
は
、
代
々
東
北

三
大
地
主
の

一
人
と
言
わ
れ
た
仙

北
地
域
の
池
田
家
が
整
備
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
ま
す
。
平
成
１６
年
に
、

国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
こ
の
庭
園
で
は

一
か
月
に

わ
た
り

「秋

の
園
遊
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
園
遊
会
は
美
し

い
白

亜
の
洋
館
や
国
内
最
大
級
と
言
わ

れ
る
雪
見
灯
篭
、
四
季
折
々
で
表

情
を
変
え
る
国
内

の
本

々
な
ど
が

特
徴
的
な
同
庭
園
を
生
か
し
た
、

お
も
て
な
し
の
イ
ベ
ン
ト
を
大
仙

市
が
企
画
し
た
も

の
で
す

庭
国
内
で
は
茶
道
呈
茶
や
琴
の

演
奏
、
弦
楽
五
重
奏
が
行
わ
れ
た

他
に
、
大
曲
高
校
書
道
部

の
書
道

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
大
曲
農
高
郷

土
芸
能
部
の
唄
と
踊
り
、
高
梨
小

学
校
児
童

の
音
楽
発
表
、
仙
北

・

中
仙

・
大
田
の
三
地
域
に
伝
わ
る

珍
し

い

「
さ
さ
ら
踊
り
」
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

白亜の洋館前で行われた呈茶

伝
統
×
挑
戦
　
観
客
３
万
人

「大
曲
の
花
火
」
で
お
も
て
な
し

「
大
山
の
花
火
」
は
百
年
以
上

に
わ
た
り
引
き
継
が
れ
て
き
た
、

こ
の
地
の
「伝
統
」
で
あ
り
「文
化
」

で
す
。

１０
月
Ｈ
日
、
大
山
花
火
大

橋
上
流
河
川
敷
特
設
会
場
で
、
国

文
祭
の
県
民
参
加
事
業
と
し
て
、

解
説
つ
き
の
花
火
シ
ョ
ー

（写
真

上
）
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
３
万
人

の
観
客
を
、
伝
統
の
花
火
で
お
も

て
な
し
し
ま
し
た
。

六曲の話題

資料 :「だいせん日和」

京急本線品川駅 」R品川駅 高輪口 徒歩3分

買票ぎ
=二

喜姜■丁≡108
フィング言

=メ
,三 S~― Ⅲ l階

TEL 03-5447‐ lЭ
・

3 http:J‐
卜wT′、v akita― bisalkan ip/

旬の秋田が高輪に。
Dining&Shopplng

ひ
ｔ
瑾
痣
鱚
靡
雑鰺一罐
一諄
り
な
緩
一

お
酒
を
注
ぐ
時
に
聞
こ‐‥
一雇
魏
奪
こ
ば́
一
ｒ
一

と
い
う
音
も
、
よ
り

一
解
お
酒
を
お
い
し
く

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
軽
快
な
目
当
た
り

と
爽
快
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

本
成
年
者
の
方
に
は
お
柄
を
お
販
売
し
ま
せ
ん
。

条
黎
Ψ

涸
貪
購

『ふるさと大曲』第18号
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八
月
、
加
藤
登
紀
子
、
庄
野
真
代
な
ど
多
数
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
と
出
演
し
た
。
千
葉
県
旭
市
で
開
催
さ
れ
た
恒

例
の
夏
フ
エ
ス
で
歌
う
結
香
さ
ん
。

活躍する!

織議議難鷲叢準機議鐵驚鷺輩,,I舞餞筆難議鷲議識鷲筆輩難苺議議難雛篠議摯露筆鑢 難難:獲構:`‡鶴 :輩::1経競議摯鶴1'鰺鷲鷲輩競競議議ll擦

`機

1鷲 1饉機構饉猿:羅な:

若手エンターテイナーたち

好評 !津軽三味線ライブ

家族も応援出演 畠 山 光 洋 さん

津
軽
三
味
線
畠
山
光
洋
さ
ん
の
フ
ア
ン
は
多

い
。
圧
倒
的
に

女
性

フ
ア
ン
だ
．
母
親
の
民
謡
歌
手
千
葉
と
し
子
さ
ん
に
は
そ

の
辺
が
心
配
か
も
。
九
月
二
十
八
日
、
こ
の
日
も
尺
八
家
元
の

父
親
と
家
族
三
人
で
家
族
ラ
イ
ブ
と
な

っ
た
。
（於
　
ユ
ア
エ

ル
ム
青
砥
店
特
設
ス
テ
ー
ジ
）

父
親
は
尺
八
家
元
の
二
代
目
藤

丸
東
風
さ
ん
、
母
親
は
民
謡
歌
手

の
千
葉
と
し
子
さ
ん
と
民
謡

一
家

の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
畠
山
光
洋
さ
ん

は
津
軽
二
味
線
で
精
進
の
毎
日
。

九
月
は
京
成
青
砥
駅
前
で
津
軽
三

味
線
ラ
イ
ブ
を
開
催
。
津
軽
じ
ょ

ん
が
ら
節
、
津
軽
三
下
り
、
黒
石

よ
さ
れ
節
、
鰺
ヶ
沢
甚
句
な
ど
を

演
奏
。
大
勢
の
観
客
か
ら
や
ん
や

の
喝
一米
を
浴
び
ま
し
た
。

１０
月
２６
日
は
京
成
千
葉
中
央
駅

で
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た
。
午

前
と
午
後
の
二
回
の
出
演
に
な
り

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
満
席
の
盛

況
で
、
光
洋
さ
ん
を
始
め
両
親
も

大
張
切
り
．
青
砥
も
千
葉
も
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
民
謡
の
家
族
ラ
イ

ブ
は
人
好
評
で
し
た
。

新
譜

「ね
え
」

（仮
題
）
を
収
録

本
人
書
き
下
ろ
し
、
二
〇
一五
年
春
発
売

吉ゆ
玄
不

結
香

（ゆ
か
）
さ
ん
は
内
小
友

出
身
。
古
里
と
の
絆
を
大
切
に
し

た
い
と
の
思
い
で
、
今
年
は
特
に

故
郷
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
で
数
多
く

歌

っ
て
い
ま
す
。
７
月
は
首
都
圏

大
曲
会
総
会
、
８
月
大
仙
市
成
人

式
、
夏
ま

つ
り
大
曲
２
０
１
４
、

１０
月
は
大
曲

エ
キ
ま
つ
り
と
四
ッ

屋
ま
つ
り
、

１１
月
首
都
圏
に
し
せ

ん
ぼ
く
会
総
会
。

８
月
に
千
葉
県
旭
市
で
開
催
さ

れ
た

「Ｚ
”
言
お

い
？
①
あ

け
『
ざ
‐

口
ｏ
「８
ヨ
」
に
出
演
、
９
月
は
池

袋
の
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、

１２
月
は
旭

市
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
３０
周
年
記
念

ラ
イ
ブ
に
ア
ン
コ
ー
ル
出
演
．

大
仙
市
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
コ
ン
テ

ス
ト
優
秀
賞
の
テ
ー
マ
曲

「ね
え
」

を
１１
月
に
録
音
。
詞
は
優
香
さ
ん

の
書
き
下
ろ
し
。
故
郷
の
友
だ
ち

を
思
う
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
５
枚
日
の
シ
ン
グ
ル
と
し

て
２
０
１
５
年
春
に
発
売
予
定
。

最
新
情
報
は
『
８
９
８
Ｆ
で
。

，
一
一
り
∽
一ヽ

ヽ
夕
ヽ
夕
ヽ
そ
く
Ｌ
”
ｏ
①
ぴ
ｏ
Ｏ
庁

〇
〇
日

、

「
」
庁
”
〇
∞
Ｈ
卜
”●
〇
け一』
一＝
』
〕υ
”
∞
の
”
ヽ
コ
」
●

カ香

さ
ん

師
匠
の
地
元

クお
お
つ
き
寄
席
ク
で
一席

テ
レ
ビ

の
人
気
番
組

「
笑
点
」

で
お
馴
染
み
の
三
遊
亭
小
遊
三
師

匠
。
そ
の
弟
子
と
し
て
精
進
す
る

三
遊
亭
遊
里
さ
ん

（写
真
左
）
は

去
年

の
夏
、
ニ
ツ
ロ
に
昇
進
し
ま

し
た
。
結
婚
を
し
て
こ
の
春
、
元

気
な
男

の
子

の
父
親
と
な

っ
て
、

雨
の
日
も
風
の
日
も
張
切
る
毎
日

で
す
。

現
在
、
秋
田
県
出
身

の
若
手
落

語
家
は
柳
家
さ
ん
吉
、
三
遊
亭
た

ん
丈
と
三
遊
亭
遊
里
の
三
人
．
三

人
と
も
二
つ
目
。
威
勢

の
い
い
三

人
。
平
成
２７
年
９
月
に
は
秋
田
県

民
会
館
で

「
三
人

の
落
語
本
至

を

や
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

勉
強
会
は
か
な
り
頻
繁
に
開
催

し
て
、
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
た
都
電
に

乗

っ
て
落
語
会
、
神
田
の
連
雀
亭

で
二
つ
目
だ
け
の
落
語
会
、
西
新

宿

の
落
語
く
ら
ぶ

（
公
０
１
２
０

１
２
７
７
１
９
０
２
）
、
末
広
町

の

カ
フ
ェ
ト
リ
オ
ン
プ
で
開
催
す
る

二
つ
日
五
人
に
よ
る

「
ユ
メ
シ
ョ

ク
寄
席
」
な
ど
で
、
頑
張

っ
て
い

ま
す
。

１１
月
１２
日
は
横
浜

の
関
内
ホ
ー

ル
の
第

４‐
回
桂
歌
丸
会

で

一
席
、

１１
月
１６
日
は
三
遊
亭
小
遊
三
師
匠

の
故
郷
、
山
梨
県
大
月
市

の
市
制

施
行
６０
周
年
記
念
と
し
て
開
催
さ

れ
た

「
お
お

つ
き
寄
席
」
に
出
演

し
ま
し
た
。
浅
草
、
新
宿
、
池
袋

と
お
正
月
は
二
十
日
間
に
わ
た
る

顔
見
世
興
行
、
一
一
つ
日
の
み
の
「相

模
原
若
手
落
語
家
選
手
権
」
も
近

く
、
息

の
抜
け
な

い
日
々
が
続
き

ま
す
ｃ

脊

市
制
施
行
曽

年
記
念

三

遊

亭

遊

里

兒

機
　
歌
覧
会
お
た
の
し
み
讐
集
藩
織
一

本

格

寄

篇

一

藩

薇“
　

様

　

　

　

竹

の

■

一
、
落

〓“
　

〓

遊

事

　

遊

　

里

一

鷲

欝

覆

風

事

尋

　

々

一

一１

〓

燿

　

　

そヽ

一

落

薇一
　

〓

蕩

事

　

′―、

遊

〓

遊里さんの名前も見える「桂 歌丸会」の目録
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新
進

の
日
本
画
家
小
山
内
愛
美

（お
さ
な

い
め
ぐ
み
）
さ
ん
か
ら
、

首
都
圏
大
曲
会
の
み
な
さ
ま
方

へ
と
、
個
展
開
催

の
案
内
状
が
届
き
ま

し
た
ｃ
そ
こ
で
早
速
、
会
場
の
池
袋

。
東
武
六
階
の
美
術
画
廊
絵
画
サ

ロ
ン
で
作
品
を
鑑
賞
し
、
小
山
内
さ
ん
に
直
接
お
目
に
か
か
り
、
秋
田

県
を
描
く
心
境
な
ど
お
話
を
伺

っ
て
き
ま
し
た
．

丸
子
川
の
土
手
も
奥
羽
山
脈
も
、
鮮
や
か
な
四
季
の

変
化
す
べ
て
が
絵
に
な
る
秋
田
が
大
好
き
で
す
。

大
仙
市
生
ま
れ
の
日
本
画
家

鬱/Jヽ

山

内

愛

美
さ
ん1600× 700m m作品「響きあい」の前で小山内愛美さん

話題の人
を訪ねて

小山内愛美 (お さない めぐみ)

1988年  大仙市生まれ、兵庫県明イ「市育ち

結婚 して現在男鹿 ,|「 在住

2009年  秋田公立美術工芸短期大学卒業

卒業終了制作 学長賞.絵画教室うさぎの芽開講

2010年  全国から選抜された女性作家ユニット
・イレブンガールズアー トコレクション"に 参加

2012年 同ユニット卒業 現在OG参加

2()13年   池袋東武「自然の絢爛美を描 くJ

お
生
ま
れ
は
大
仙
市
で
す
か
。

―
　
兵
庫
県
明
石
市
に
嫁

い
だ
母
が
実

家

の
大
仙
市
高
梨
に
帰

っ
て
私
を
生
ん

だ
の
で
す
。
で
す
か
ら
育
ち
は
明
石
で

も
、
生
ま
れ
は
純
粋

の
秋
田
で
す
。
（笑
）

秋
田
大
好
き
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、

秋
田
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

―
　
大
学
も
秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
大

を
卒
業
し
ま
し
た

）^
高
校
生
の
こ
ろ
か

ら
山
歩
き
が
大
好
き
で
、
六
甲
山
を
は

じ
め
兵
庫
県
内

の
山
を
随
分
歩
き
ま
し

た
の
と
言

い
ま
し
て
も
、

い
わ
ゆ
る
登

山
と
名

の
付
く
も

の
は
あ
ま
り
好
き
で

は
な
か

っ
た
の
で
す
が
。
秋
田
に
戻

っ

て
来
て
か
ら
は
職
場
の
上
司
を
師
匠
に

し
て
、
ひ
ん
ば
ん
に
県
内
各
地
の
山
に

登
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

（笑
）

秋
田
を
あ
ち
こ
ち
歩

い
て
み
て
、
私

の

一
番

の
お
気
に
入
り

の
場
所
は
奥
森

吉
で
す
。

森
吉
山
は
秋
田
駒
ケ
岳
と
並
ん
で
花

の
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
森
吉
山
頂

上
ま
で
の
真
夏

の
山
道
は
、
ご
く
当
然

の
よ
う
に
、
橙
赤
色
を
し
た
ク
ル
マ
ユ

リ
や
淡
紅
色

の
花
を

つ
け
て
可
憐
な

ハ

ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
な
ど
が
咲
き
競

っ
て
い

る
の
で
す
。

特
に
秋
田
の
自
然
、
気
取
り
の
な

い

山
の
光
景
？

‐
　

ま
さ
二
気
ミ

つ
た

‐―
、
ｔ
〓
〓
二
、

い
、　
キ
↑
一貝
イ
ー
つ́
―
一
・ノ〓
３
工
・″
…
・
‥
一
一
■
尋
一

を
観
察
し
、
歩
き
な
が
ら
手
を
停
〓

で

ば
気
軽

に
屈
プ
ヽ
と

ヽ
）
ろ
に
あ

る
よ
う

な
、
ご
く
身
近
な
樹
、
虫
、
鳥
、
植
物

，な
´
■

秋
に
は
見
事
な
紅
葉
や
木

の
実
、
ド

ン
グ
リ
、
イ
ワ
ナ
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
の
つ

が
い
、
こ
れ
を
見
守
る
よ
う
に
優
し
く

枝
を
伸
ば
す
巨
木
。
後
か
ら
後
か
ら
イ

メ
ー
ジ
が
湧
き
出
て
き
て
、　
一
度
山
に

入
れ
ば
そ
の
体
験
だ
け
で
、
３
年
は
絵

が
描
け
ま
す
。

鳥
海
山
に
登

っ
た
と

き
は
、
２
，
２
３
６
屑

の
頂
上
付
近

で
、
オ

ニ

ヤ
ン
マ
や
ア
ゲ

ハ
チ

ョ

ウ
が
飛
び
交
う
光
景
に

出
会

っ
て
、
あ

の
時
は

「
こ

の
山

に
登

っ
て
良

か

っ
た
」
と
、
す
ご
く

感
動
し
ま
し
た
。

空
が
広

い
大
曲
辺

り
か
ら
見

て
、
絵
心

は
動
き
ま
す
か
。

丸
子
川
の
土
手
や
周

り
の
山
々
の
季
節
の
変
化
に
見
ら
れ
る

色
合
い
に
心
が
打
た
れ
ま
す
。
渡
り
鳥

の

一
国
が
カ
ギ
型
に
な

っ
て
雄
大
な
奥

羽
山
脈
を
越
え
て
行
く
光
景
な
ど
を
見

て
い
る
と
、
「
私
は
今
生
き
て
る
」
と

い
う
実
感
を
強
く
し
て
く
れ
ま
す
。

私
の
場
合
、
絵
を
描
く
と
き
は
そ
の

一物
イ
一ヽ日
〓
．歓
言
「′
ゃ
・^
　
　
・
つ
、　
■
一へ
〓
う
４
一ビ
ヽ

一一（・九　
一．、　
一一一一十一́
、ヽ
一́
一
　́
・́ヽ
一́、
一・
、́・　
　
ヽ́
一

一́

一　

ン
　

　

ヽ
ン

一一一
　

′

ャ́
一
一
、
一一
・
¨
一

一
．
一
一

　́

´
・
´
ヽ
一

´
一
一́
．

¨
一一
ノ
　

ヽ

一
一
´
ヽ

一
・
　

　

一一
ヽ
一一一一
（
　

レ
一

、
´́
・・
（

．

″、　
一ヽ
九
一〓一一一一一）^
一、　
」一一一́
´́
、
ン́一・（
）一
・一一一に
一一
一

一］心
ｒヽ　́
イ・，
一ヽ̈
つ
ンこ
イ
、ヽ
　́
３́
かヽ
　́
（″
´
一ヽ・

画
の
素
材
と
し
て
の
大
仙
市
は
ど
う

で
す
か
。

―
　
大
仙
市
は
私
の
生
ま
れ
故
郷
と
し

て
強

い
関
心
が
あ
り
ま
す
ｃ
特
に
高
梨

地
区
は
自
然
が
豊
か
で
す
。
こ
の
地
域

に
は
、
池
田
氏
庭
園
を
始
め
払
田
の
柵

と

い
う
古
跡
も
あ
る
。
絵
心
が
動
く
魅

力
的
な
土
地
で
す
。

と
こ
ろ
で
東
京

・
池
袋
東
武
の
絵
画

サ
ロ
ン
を
使

っ
た
個
展
は
初
め
て
で
す

か
。

―

　
い
い
え
、
「
自
然

の
絢
爛
美
を
描

く
Ｉ
」
と
し
て
昨
年
、
初
個
展
を
開

い

て
い
ま
す
．

☆

今
日
は
と
て
も
懐
か
し

い
光
景
を
、

日
本
画

の
世
界
で
逍
遥
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
秋
田
の
自
然
を
テ
ー

マ
に
、

こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を
画

い

て
く
だ
さ

い
。
首
都
圏
大
曲
会
も
心
か

ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
　

　

　

（大
釜
）
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カメラ紀行

Y青冽 雪が来て冬の作まい一穂高を望む

旅人 斎藤貞助
(都圏大曲会 幹事 。事務局長)

日本列島の中央部を走る飛騨山脈 (通称北アルプス)

の南部が穂高連Ш筆。主峰が奥穂高岳で 3,190メ ー トル

三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
高
峰
が
ひ
し
め
き
合
う
長

野
、
岐
阜
県
境
。

１１
月
４
日
、
見
頃
の
紅
葉
を
期

待
し
て
夜
明
け
か
ら
撮
影
開
始
。
快
晴
に
恵
ま
れ

た
が
肝
心
の
紅
葉
は
最
早
盛
り
を
過
ぎ
て
い
た
。

そ
の
か
わ
り
、
穂
高
連
峰
は
う

っ
す
ら
雪
を
被

り
、
厳
し
い
冬
を
迎
え
て
落
着

い
た
山
容
を
望
む

こ
と
が
出
来
た
。
ほ
ん
の
２
～
３
日
前
に
積
雪
を

見
た
前
穂
高

（３
、
０
９
０
屑
）
か
ら
奥
穂
高

（３
、

１
９
０
Ｈ
）。

澄
ん
だ
冬
空
に
噴
煙
を
な
び
か
せ
る
焼
岳
を
手

に
取
る
如
く
に
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
格
的

な
冬
姿
を
前
に
、
静
論
の
中
に
も
闘
い
を
挑
む
兵

＋
に
も
似
た
冬
山
の
姿
を
、
荘
厳
な
気
持
ち
で
仰

ぎ
見
な
が
ら
シ
ャ
ツ
タ
ー
を
切

っ
た
。

焼
岳

（
２
、
４
５
５
腐
）
は
北

ア
ル
プ

ス
唯

一
の
活
火
山

で
あ

る
。
山
の
姿
は
ほ

っ
こ
り
と
し
て

い
て
、
「
ア
ル
プ

ス
の
香
炉
」

の

愛
称
で
呼
ば
れ
る
。
朝
霧

の
中
か

ら
雪
を
被

っ
た
頭
を
覗
か
せ
、
明

け
て
来
る
に
つ
れ
て
盛
ん
に
噴
煙

を
青
空
に
向
か

っ
て
吹
き
上
げ
る

姿
は
美
し
く
、
写
真
や
絵
画
に
残

さ
れ
る
。

焼
岳北

ア
ル
プ
ス
唯

一
の
活
大
山
焼
岳

（２
，
４
５
５
屑
）
。
ｌ
Ｄ
Ａ
Ｙ

登
山
の
出
と
し
て
人
気
が
高
い
。
大
山
活
動
は
３
万
年
前
に
始
ま
り
、

上
高
地
温
泉
な
ど
周
辺
に
は
豊
富
な
温
泉
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

人
気
の
上
高
地
は

北
ア
ル
プ
ス
観
光
の
中
心
地

「
上
高
地
」
は
梓
川
の
も

っ
と
も

上
流
の
横
尾
谷
か
ら
南

へ
下
っ
て
約

‐３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
大
正
池
ま
で
の

間
を
い
う
。
焼
岳
の
噴
火
で
堰
き
止

め
ら
れ
た
砂
礫
が
堆
積
し
て
谷
底
に

(上 高地・河童橋から)

≧長 37メー トル



穂
高
連
峰

奥
穂
高
岳
を
主
峰
に
涸
沢
岳

（３
、
１
１
０
層
）
、

北
穂
高
岳

（３
、
１
０
６
肝
）
、
前
穂
高
岳

．■
ボ
鶴
γ
Ｏ
鮮
）
、
西
穂
高
岳

（２
、
９
０
９
鮮
）
な
ど
。

ざ⑨ё尚写了抒署1つきり見える

河童橋 上高地を代表するシンボルの一■

平
地
が
形
成
さ
れ
た
も

の
．

一
人
九

一
年
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
官
一

教
師
、
登
山
家
の
Ｗ
，
ウ
エ
ス
ト
ン

が
こ
の
地
に
入

っ
て
今
で
い
う
上
高

地

一
帯
を
踏
破
し
、

『
日
本

ア
ル
プ

ス

・
登
山
と
探
検
』

■

人
二
〇
年
）

で
紹
介
し
た
こ
と
で
、
上
高
地
は

一

躍
有
名
に
な
―，
名
を
広
め
た
´

Ｌ
一喜
．■
■
一申
三
一う
「

雪ヽ
レ
Ｊ
、^
●
一
、
ｒ

一
一
・．
一一一二一一一一一一・・
一

一一一一．・．一
一
一
卜

´

一
一
＾
一

ン
（
一

夜
明
け
の
穂
高
連
峰

太
陽
が
昇
る
前
の
穂
高
連
峰
。
谷
底
か
ら

朝
霧
が
湧
い
て
谷
を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
。

谷
川
の
音
す
ら
聞
こ
え
な
い
静
寂
。
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＋
半
＋
米
半
半
＋
来
十
米
半
米
半
米
十
米
＋
米
半

首
都
圏
大
曲
会

会
員
の
ひ
ろ
ば

母の背中

朱 華

朱華 (し ゅか)は、首都圏大曲会副会

長 大友律子さんの俳 7。 國學院大学

俳句同人会T_州馬路所属。「母の背中」

6句 は同会句集「亜州風味的糖果金 X」

に収録

窯瓢諾千:倉f[梅彙倉」禽曇 大 友 昭 三さん

吾
亦
紅
器
に
盛
れ
ば
凛
と
し
て

陽
だ
ま
り
で
ラ
ン
チ
ほ
ほ
ば
る
冬

一麗

君
の
香
と
振
り
返
え
見
る
や
金
木
犀

母
の
背
中
小
さ
く
丸
く
年
の
暮
れ

祝
詞
聞
く
背
筋
も
の
び
て
年
新
た

毎
日
が
宴
の
や
う
な
三
が
日

所
沢
産
の
米
で
酒
を
作
る

と
い
え
ば
、
「え

つ
、
所
沢
で

お
米
が
取
れ
る
の
」
と
び

っ

く
り
す
る
人
が
多

い
。
池
袋

か
ら
電
車

で
二
、
一二
十
分
、

緑
豊
か
な
狭
山
湖
の
堤
防
の

下
、
黄
金
色
に
実

っ
た
稲
刈

り
が
で
き
る
か
ら
愉
快
だ
。

首
都
圏
大
曲
会
幹
事
の
大

友
昭
三
さ
ん
（内
小
友
出
身
）

は
、
「
所
沢

の
米

で
日
本
酒

を
作
る
会
」
会
員
だ
。
会
員

に
な
る
と
、
家
族

一
緒
に
田

植
え
や
稲
刈
り
、
夏
や
秋
の

会
員
同
十
の
交
流
会
な
ど
貴

重
な
体
験
が
で
き
、
生
産
さ

れ
た
所
沢
の
米
で
醸
造
さ
れ

た
日
本
酒

「
ゆ
め
と
こ
ろ
」

も
ゲ
ッ
ト
で
き
る
。
お
父
さ

ん
た
ち
は
勿
論
、
子
ど
も
た

ち
に
と

っ
て
も
楽
し
い
。

こ
の

「所
沢
の
米
で
日
本

酒
を
作

る
会
」
を

バ

ッ
ク

に
、
大
友

さ
ん
が
代
表
を

務

め
る

「
ゆ
め
と

こ
酒
楽

会
」
が
あ
る
。
こ
の
会
は
お

酒
大
好
き
人
間
が
、
「
ゆ
め

と
こ
ろ
」
を
は
じ
め
全
国
の

珍

し

い
地
酒
を
収
集
し

て

飲

み
な
が
ら
、
楽

し
く
話

に
花
を
咲
か
せ
る
交
流
と

情
報

の
交
換
を
目
的

に
し

た
、
ま
さ
に
単
純
で
明
快
な

会

で
あ

る
。
会
員

は
元
気

な
女
性
た
ち
を
交
え

て
約

４０
名
．
首
都
圏
大
曲
会
の
田

日
元
也
さ
ん

（大
曲
中
学
校

２２
年
次
会
）
も
メ
ン
バ
ー
の

一
人
。
楽
し
く
賑
や
か
で
、

文
字
通
り
夢
を
膨
ら
ま
す
仲

間

の
会

で
あ

る
。

お
問
合

せ
　
は
、
ｏ
卜
‐
い
０
い
い
‐
Ｎ
〇
〇
∞

（し
ま
む
ら
酒
店
）
ま
で
ｃ

（大
釜
）

ひ

と

　

　

や
ヽ
と

昭
わ
親
父
の
独
り
言

作
詞
　
里
　̈
皮
　
羽
　
生

お
や
じ
の
背
中
は
山
に
似
て

厳
し
く
大
き
く
答
え
て
る

優
し
さ
だ
け
で
は
価
値
が
な
い

若
さ
の
前
に
は
不
可
能
を

超
え
て
輝
く
人
生
が

三
度
は
な
い
ん
だ

一
度
だ
け

生
き
て
く
こ
の
世
は
金
じ
や
な
い

買
え
な

い
宝
も
あ
る
ん
だ
よ

目
先
の
事
だ
け
追

い
か
け
り

や

明
日
の
幸
せ
逃
げ
て
い
く

角
を
立
て
る
な
争
う
な

円

い
浮
世
に
鬼
は
な
し

己
に
厳
し
く
他
人
に
は

温
も
り
半
分
与
え
た
い

嘘
な
ど

つ
く
な
よ
舌
ぬ
く
ぞ

お
天
道
様
に
は
お
見
通
し

実
る
稲
穂
の
頭
垂
れ

昭
和
親
父
の
独
り
言

黒皮 羽生 (く ろかわ ばしょう)は、首都圏大山会幹事佐藤重光さ

んのペンネーム。旧大山市四ツ屋出身。趣味の作詞が高じて今は本格

的活動に。第一興商のカラオケダムにも採用。東京水産工業株式会社

を倉1業。現在は同社会長。一般社団法人日本詩人連盟会員。

ゆめとこ酒楽会 大友昭三代表
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首都圏大曲会の情報は、ホームページでもこ覧頂けます。

(大仙市のホームページともリンクしています)

http://wwwosupportlifeeinfo

平
成
二
十
五
・六
年
度

首
都
圏
大
曲
会
幹
事

一
覧

首
都
圏
大
山
会
　
会
報

『ふ
る
さ
と
大
曲
』編
集
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

首
都
圏
大
曲
会

は
会
報

一
ふ
る
さ
と
大
由

一

の
編
集

ス
タ

ッ
フ
を
募
集
中

で
す
　

記
手
ミ
ヤ

や
イ

ン
タ
ビ

ニ
ー
、
写
真
、
レ
／

マ
ニ
ヽ
■

‐
こ

興
味

・
関
心

の
あ
る

下
・は
、
せ
ひ
ご
■
ｔ

＜
だ

さ

い
　
ご
連
絡
は
左
記
ま
で
．

（担
当
　
大
釜

）

電
話
　
０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
８

Ｆ

ス
　

０
３

（５
２
１
３
）
２
０
２
９

↑
メ
ー
ル

一
ヨ
一ズ

０ヽ
「
２
●

３
Ξ

〈
ム
　
長

副
会
長

副
会
長

事
務
局
長

事
務
局
次
長

幹

事

富 築 高 佐 佐 大 栗 古 齋 鈴 大 大

樫 地 橋 藤 藤 友 津 宮 藤 木 友 釜

重 昭 正 理 貞  律 茂

光 三 博 絵 助 繁 子 環

一手〓
〓一〓手〓
（一
一一〓
〓
・．・　
　
一　
一〓一〓
十　
一　
一　
ン一ヽ
　
・．　
　
　
一、
一〓

・　一　
一　〓≡
〓一・〓
）́
・
一一　
一」　
　^」
一、一・
一〓　　　́
一一　
　́、　ヽ
二ヽ
て
・

〓モ一　　ン́

　ヽ　　
一■́
　ｒ、
〓
一二十
一二
．　
一　
ン〓〓　一■
　ヽ
し
一　　
一一・　一一

な
〓
一

（
一オ
＾

，
一
」

・
〓
≡
一　

，
ニ
ン
一ヽ
　

一́
、́
一　
´
一　
　
　
一
ヽ
一一
）
　́
、
二
〓

〓
堆
・
´
´
、
　
．ヽ　
´
う
一
■

●
ヽ
一
一
ミ
）
デ
〓
三
二

一

一́

一́
´
Ｃ

ヽ
一

と
が
出
来
た
　
今
度
、
西
一
雪
一え
Ｆ
に
ま
っ

四
ツ
屋
青
年
塾
が
誕
生
し
た
　
こ
う
よ
ら

な
任
意
の
地
元
組
織
が
協
力
し
合

い
活
動

す
る
こ
と
で
、
地
域
に
新
し
い
生
き
が
い
、

新
鮮
な
活
力
が
芽
生
え
て
く
る
．
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
。
▼
十

一
月
、
昨
年
に
引
き

続
い
て

「大
仙
市
ふ
る
さ
と
物
産
フ
ェ
ア
」

が
東
京

・
有
楽
町
で
開
催
さ
れ
た
。
合
間

を
縫

っ
て
二
日
ほ
ど
顔
を
出
し
て
み
た
が

な
か
な
か
の
盛
況
だ

っ
た
。
花
火
の
大
曲
、

人
気
が
あ
る
。
年
が
明
け
て

一
月
、
秋
田

雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
等
が
主
催
す
る

「秋

田
大
集
合
２
０
１
５
」
が
、
横
浜
の
人
景

島
シ
ー
バ
ラ
ダ
イ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。
こ

ち
ら
は
だ
い
ぶ
回
数
を
重
ね
て
い
る
だ
け

に
手
慣
れ
た
も
の
。
来
訪
者
は
移
り
気
な

都
会
人
が
相
手
だ
け
に
、
相
互
に
情
報
を

交
換
し
、
彼
ら
の
要
望
を
先
取
り
す
る
姿

勢
が
必
要
と
な
る
　^
▼
ブ
ラ
ス
エ
ム
と

い

う
企
業
が
あ
る
、）
来
年

一
月
に
創
立
１５
三

を
迎
え
る
若

い
会
社
だ
．
内
祝
い
用
に
と

「秀
よ
し
」
を
特
注
し
て
く
れ
た
　
社
長
３

長
岡
稔
氏
は
秋
田
出
身
で
は
な
い
．
試
実

な

「秀
よ
し

一
の
経
営
方
針
と
品
質
に
セ

れ
た
と
い
う
）
▼
平
成
２７
年
首
都
圏
大
当

会
総
会
は
八
月

一
日

（土
）、
恒
例
の
帝
□

ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
　
誘
い
合
い
賑
や
か

に
ご
参
加
頂
き
た
い
　
　
　
　
　
（大
釜
）

健

（監
事
）

映
里
子

編集 人 :首都 圏大 曲会    発行 人 :大 釜 茂 環
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メ
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平成26年 12月 25日
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「ふ
る
さ
と
大
曲
」
第
十
八
号

平
成
二
十
六
年

（
二
〇

一
四
年
）
十
二
月
二
十
五
日

首
都
圏
大
曲
会
発
行

「 成26年 (2014年 )12月

蝙
塚
蝙
鼈

靱
隋
．躙

躙
魃

秋田・十和田湖・八幡平日立公園

ここ乳頭温泉郷は、七湯の、素晴らしい良質の宿が

点在してぃます。中でも妙乃湯は、関西から見た東
の「金泉・銀泉」の二源泉を併せ持った誇れる宿で

す。また、こじんまりした秘湯の素朴さ、古きに新

しさのバランスを備えた趣のある宿として大変喜ば

れています。

秋田県仙北市田沢湖生保内字駒ケ岳 2-1
電論10187-46-2740
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